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自然・人・産業の和で築く安心のまち

市 報

お も な 内 容お も な 内 容

●問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索

市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/
市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

日にち 行事名・時間・会場など

■ 時　間　9：30～15：30
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 1月16日（木）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士

「親子での遊び」「子育ての仲間同
士の情報交換」「育児相談」などに
ご利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７３－６８２２

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 1月17日（金）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの人も利用できます

● 1月15日（水）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士
※どの会場にも参加できます ※予約は不要です
※保険料として1人10円をお願いします

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

1月1日～19日
ウェブサイト版

●人口 60,231人（先月比 -46）
●男 29,486人（先月比 -23）●女 30,745人（先月比 -23）
●世帯数 19,660戸（先月比 2）

市民の動き
（平成25年11月末日現在）

内科 　　9:00～12：00 萌気園二日町診療所 ７７8－00881日（水・祝）
内科 　　9:00～12：00 萌気園二日町診療所 ７７8－0088

　　9:00～12：00 萌気園二日町診療所 ７７8－0088

2日（木）

内科
　13：30～16：00 中山医院 ７83－5500
18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

外科 12:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科
外科

　　9：00～12：00 休日救急診療所 ７73－6688　13：30～16：00

18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科
外科

　　9：00～12：00 休日救急診療所 ７73－6688　13：30～16：00

18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科
外科

　　9：00～12：00 休日救急診療所 ７73－6688　13：30～16：00

18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科
外科

　　9：00～12：00 休日救急診療所 ７73－6688　13：30～16：00

18:00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７７7－2111

内科
　13：30～16：00 萌気園二日町診療所 ７78－0088
18:00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７７7－2111

外科 12:00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７７7－2111

11日
　（土）

12日
　（日）

13日
　（月・祝）

18日
　（土）

19日
　（日）

5日
　（日）

4日
　（土）

内科
　13：30～16：00 城内診療所 ７７５－２００９
18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

外科 12:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科

　　9:00～12：00 中之島診療所 ７82－0130

3日（金）

　13：30～16：00

外科 　　9:00～12：00 角谷整形外科医院 ７85－5130　14：00～17：00

　　9:00～12：00 ゆきあかり診療所 ７88－0760　14：00～17：00

内科
外科 　9：00～翌朝９：00 六日町病院 ７７2－7１１１1日（水・祝）

内科
外科 　9：00～翌朝９：00 六日町病院 ７７2－7１１１3日（金）

内科
外科 　9：00～翌朝９：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１2日（木）

※症状などによっては対応できるスタッフが不在の場合があります
　受診する前に、電話で問い合わせください
日にち

救急患者対応病院（主に重症者対応）

受付時間 医療機関 電話番号診療科

年始救急医療当番（1月1日～3日）

※症状などによっては対応できるスタッフが不在の場合があります
　受診する前に、電話で問い合わせください
日にち

協力施設（軽傷者対応）

受付時間 医療機関 電話番号診療科

年始診療協力機関（1月1日～3日）

4日～19日の救急医療当番
日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

1月10日（金）　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター
1月20日（月）　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕
1月22日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660
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　暮れに、上関小学校で行われたしめ縄
づくりの取材に行ってきました。しめ縄を
含め、多くの品物が、お店で安く、簡単
に手に入りますが、児童が作ったしめ縄を
見て、改めて手作りっていいなと感じまし
た。作業も楽しそうで、このような文化が
受け継がれてほしいと思います。
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1月 カレンダー

ほ
広場
のぼの

行政
困りごと
相談日

救急医療当番

編　集　後　記

◎休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
土曜の12:00～翌朝6:00と日曜・祝日の
6:00～翌朝6:00は、齋藤記念病院
☎773-5111で診療しています。
★市消防本部のテレホンガイド☎782-1991でも、
　その週の当番を確認することができます。
　（変更する場合があります。確認してからご利用ください。）
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃っているので、夜間より
適切な治療が行えます。できるだけ通常の診療時間内に受診しましょう。また、「かか
りつけ医」を持ちましょう。かかりつけ医を持つと継続して日常的な医療アドバイス
を受けることができます。手術などで総合病院の受診が必要になっても紹介状によ
りスムーズに受診できます。

※必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください
※他の医療機関で処方されたお薬や市販薬を服用されている人は、
　お薬手帳や服用しているお薬をお持ちください。
※乳幼児の受診の場合は母子手帳を
　お持ちください。

今月の表紙
　11月29日(金)に、園の創立を記念して行われたもちつき会。
年長さんみんなで、一生懸命おもちをつきました。

「むいかまちこども園創立記念もちつき会」
～おいしいおもちになあれ！～

「むいかまちこども園創立記念もちつき会」
～おいしいおもちになあれ！～

第２回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

6●月 市・県民税4期、国民健康保険税7期
納期限

17●金 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

16●木

読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13:00～15:00　ＦＭゆきぐに
第1回農業委員会総会
9：30～　大和庁舎３階旧議場

31●金
27●月
19●日
18●土

固定資産税・都市計画税4期、
国民健康保険税8期　納期限
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。
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わ
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さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２

月
下
旬
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
す
る
な

ど
３
年
続
け
て
の
豪
雪
と
な
り
、
ま
た
、
９

月
の
台
風
で
は
塩
沢
・
六
日
町
地
域
を
中

心
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大
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よ
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被
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お
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世
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収
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２
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、
東
京
六
大
学
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
名

実
と
も
大
学
野
球
連
盟
の
最
高
峰
レ
ベ
ル
に

あ
る
東
京
六
大
学
野
球
を
、
新
た
な
当
市

の
野
球
場
で
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
将
来
の
プ
ロ
野
球
選
手
の
候
補
者

も
参
加
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
６
月
の
魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に

伴
い
、
医
療
・
健
康
に
関
連
し
た
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
や
産
業
の
集
積
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し

て
も
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
タ
ウ
ン
構
想
」
の
具

現
化
に
向
け
、
積
極
的
に
参
加
し
、
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
10
年
間
の
市
政
運
営
の
蓄
積

を
大
い
に
生
か
し
、
時
代
新
た
に
、
明
日
へ

の
希
望
を
抱
き
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心

を
育
み
、
恵
ま
れ
た
環
境
と
財
産
を
生
か

し
な
が
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な
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及
推
進
を
図

ろ
う
と
定
め
た
も
の
で
す
。

　
観
光
客
が
そ
の
地
を
訪
れ
た
い
一
番
の

理
由
は
、「
地
元
の
美
味
し
い
も
の
」
を

食
べ
た
い
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
酒
、
昔
な
が
ら
の
漬
物
や
料

理
。
そ
れ
ら
を
個
別
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム

的
に
関
係
業
者
が
連
携
し
、
長
期
戦
略
の

も
と
に
対
応
す
る
。
そ
の
先
駆
け
が
Ｂ
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
全
国
大
会
出
場
の
「
南
魚

沼
き
り
ざ
い
D
E
愛
隊
」
で
す
。
一
点
突

破
の
き
り
ざ
い
丼
で
、
新
た
な
交
流
人
口

を
増
や
し
、
新
し
い
視
点
で
の
ま
ち
づ
く

り
を
と
も
に
進
め
ま
し
ょ
う
。「
一
番
美

味
し
い
も
の
は
、
地
元
に
来
な
け
れ
ば
味

わ
え
な
い
」
そ
う
い
っ
た
戦
略
も
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
、
南
魚
沼
市
が
誕
生
し
、
10
年

と
な
り
ま
す
。
こ
の
10
年
間
は
旧
３
町
の

融
和
と
、
旧
町
ご
と
の
市
民
と
の
約
束
を

果
た
し
て
き
た
10
年
で
あ
り
、
ま
さ
に
南

魚
沼
市
の
土
台
作
り
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
10
年
目
を
節
目
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
す
。
市
の

さ
ら
な
る
発
展
と
未
来
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
財
政
健
全
化
、

雇
用
確
保
、
人
口
減
少
問
題
、
地
域
医
療

再
編
、
ス
キ
ー
観
光
の
振
興
な
ど
、
大
き

な
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
先
送
り
も
で

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
子
ど
も
は
地
域
の
宝

で
あ
り
、
子
育
て
支
援
、
中
学
生
の
学
力

　「祝 10 周年
　～時代新たに～」

南魚沼市長　井　口　一　郎

魚沼地域の
中核都市を目指して

南魚沼市議会 議長　関　常　幸

の
向
上
な
ど
、待
っ
た
な
し
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
主

役
で
す
。
六
日
町
駅
前
に
商
業
施
設
と
一

体
と
な
っ
た
新
図
書
館
が
６
月
１
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
大
原
運
動
公
園
に
は
、
県
下
一
と
い
わ

れ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
加
え
て
、
す
ば
ら

し
い
野
球
場
が
今
春
オ
ー
プ
ン
し
、
東
京

六
大
学
野
球
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
が

８
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、Ｂ

Ｃ
リ
ー
グ
の
公
式
戦
を
５
月
下
旬
に
開
催

し
た
い
と
の
申
し
出
も
あ
り
ま
す
。
27
年

６
月
開
院
の
魚
沼
基
幹
病
院
の
全
容
も
見

え
始
め
、
周
辺
地
域
を
中
心
と
し
た
メ
デ

ィ
カ
ル
・
タ
ウ
ン
構
想
も
動
き
出
し
ま
す
。

　
結
び
に
議
員
た
る
私
た
ち
の
最
大
の
責

務
は
、「
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
」
で
す
。
過
去
を
教
訓
に
「
災
害
は
忘

れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
来
る
」、
こ
の
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
日
々
の
議
員
活
動
を
務

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
南
魚
沼
市

議
会
こ
こ
に
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化
を
目
指
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

議
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
す
ば

ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
26
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
南
魚
沼
市
は
、
平
成
16
年
11
月
１
日
の

合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
本
年
、
市
制
施
行

10
周
年
・
中
越
大
震
災
復
興
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。
合
併
直
前
に
発
生
し
た
中
越
大

地
震
、
そ
の
後
も
中
越
沖
地
震
、
東
日
本

大
地
震
、
度
重
な
る
豪
雨
被
害
に
も
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
よ
り
復
旧
・
復
興
し
、
こ
の
10
年

で
新
市
の
土
台
作
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
10
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
新
市
誕
生
ま
で
の
歴
史
と
10
年
間

の
歩
み
を
振
り
返
り
、
南
魚
沼
市
の
魅
力

を
効
果
的
に
内
外
に
発
信
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
愛
着
心
を
育
む
と
と
も
に
、
20
周

年
に
向
け
た
将
来
像
を
描
く
た
め
、「
南
魚

沼
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
、

皆
さ
ま
が
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２

月
下
旬
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
す
る
な

ど
３
年
続
け
て
の
豪
雪
と
な
り
、
ま
た
、
９

月
の
台
風
で
は
塩
沢
・
六
日
町
地
域
を
中

心
に
大
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
近
年
は
世
界
的
に
も
異
常
気
象
が
日

常
化
し
、
防
災
対
策
の
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
効
果
で
、
企
業
収
益
の
改
善
が
家
計
所

得
や
投
資
の
増
加
に
つ
な
が
り
、「
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
」
と
の
相

乗
効
果
に
よ
り
、
景
気
回
復
の
動
き
が
確

か
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
一方
、
国
の
農
政
は
50
年
以
上
続
け
て
き

た
コ
メ
政
策
を
転
換
し
、
平
成
30
年
度
の
減

反
廃
止
の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
廃

止
に
伴
う
経
営
所
得
安
定
対
策
な
ど
の
制

度
見
直
し
を
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
経
過
も
含

め
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
要
望
の

あ
り
ま
し
た
、
大
原
運
動
公
園
内
の
野
球

場
お
よ
び
六
日
町
駅
前
の
商
業
施
設
を
改

修
し
た
新
図
書
館
が
完
成
い
た
し
ま
す
。

両
施
設
と
も
に
地
域
交
流
の
拠
点
施
設
と

し
て
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
８
月
23
日
に
は
、
大
原
運
動
公
園
野
球

場
の
完
成
を
記
念
し
、
東
京
六
大
学
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
名

実
と
も
大
学
野
球
連
盟
の
最
高
峰
レ
ベ
ル
に

あ
る
東
京
六
大
学
野
球
を
、
新
た
な
当
市

の
野
球
場
で
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
将
来
の
プ
ロ
野
球
選
手
の
候
補
者

も
参
加
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
６
月
の
魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に

伴
い
、
医
療
・
健
康
に
関
連
し
た
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
や
産
業
の
集
積
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し

て
も
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
タ
ウ
ン
構
想
」
の
具

現
化
に
向
け
、
積
極
的
に
参
加
し
、
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
10
年
間
の
市
政
運
営
の
蓄
積

を
大
い
に
生
か
し
、
時
代
新
た
に
、
明
日
へ

の
希
望
を
抱
き
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心

を
育
み
、
恵
ま
れ
た
環
境
と
財
産
を
生
か

し
な
が
ら
、「
自
然
・
人
・
産
業
の
和
で
築

く
安
心
の
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、

生
涯
こ
の
地
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
「
地

域
完
結
型
社
会
」
を
実
現
化
す
る
新
た
な

出
発
点
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
南
魚
沼
市
の
限
り
な
い
繁
栄
と

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
ご
家
族
で
健
や
か
に
お
迎

え
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
新
年
を
浦
佐
毘
沙
門
堂
で
迎
え

ま
し
た
。
外
は
除
夜
の
鐘
が
鳴
り
、
大
勢

の
年
始
詣
り
の
人
々
で
に
ぎ
や
か
で
す

が
、
内
陣
は
静
寂
で
凛
と
し
た
別
世
界
で

す
。
今
年
は
災
害
が
な
く
、
秋
に
は
豊
作
、

景
気
が
回
復
し
商
売
繁
盛
、
そ
し
て
６
万

余
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
健
康
な
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
と
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。

　
私
は
昨
年
11
月
の
臨
時
議
会
で
、
南
魚

沼
市
議
会
の
第
六
代
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
身
全
霊
を
か
け
て
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
今
、Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
減
反
政
策
の
見
直
し
で
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
情
勢
の
中
、
議
会
で
は
「
南
魚
沼

市
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
普
及
促
進
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
生
産
者
は
よ
り

お
い
し
い
高
品
質
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
作

る
。
市
民
は
ご
飯
を
中
心
と
し
た
食
生
活

を
進
め
、
特
に
子
ど
も
た
ち
は
朝
食
で
し

っ
か
り
と
ご
飯
を
食
べ
る
。
そ
し
て
日
本

一
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、

市
民
一
丸
と
な
り
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
愛
し
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア
ッ
プ
、
普
及
推
進
を
図

ろ
う
と
定
め
た
も
の
で
す
。

　
観
光
客
が
そ
の
地
を
訪
れ
た
い
一
番
の

理
由
は
、「
地
元
の
美
味
し
い
も
の
」
を

食
べ
た
い
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
酒
、
昔
な
が
ら
の
漬
物
や
料

理
。
そ
れ
ら
を
個
別
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム

的
に
関
係
業
者
が
連
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し
、
長
期
戦
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の
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と
に
対
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す
る
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の
先
駆
け
が
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―

１
グ
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ン
プ
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全
国
大
会
出
場
の
「
南
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沼
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D
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一
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の
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を
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に
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う
。「
一
番
美

味
し
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も
の
は
、
地
元
に
来
な
け
れ
ば
味

わ
え
な
い
」
そ
う
い
っ
た
戦
略
も
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
、
南
魚
沼
市
が
誕
生
し
、
10
年

と
な
り
ま
す
。
こ
の
10
年
間
は
旧
３
町
の
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和
と
、
旧
町
ご
と
の
市
民
と
の
約
束
を

果
た
し
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き
た
10
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で
あ
り
、
ま
さ
に
南
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沼
市
の
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作
り
で
あ
り
ま
し
た
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こ

の
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年
目
を
節
目
と
し
て
、
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新
た
な
ス
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ジ
に
入
り
ま
す
。
市
の

さ
ら
な
る
発
展
と
未
来
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
財
政
健
全
化
、

雇
用
確
保
、
人
口
減
少
問
題
、
地
域
医
療

再
編
、
ス
キ
ー
観
光
の
振
興
な
ど
、
大
き

な
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
先
送
り
も
で

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
子
ど
も
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地
域
の
宝

で
あ
り
、
子
育
て
支
援
、
中
学
生
の
学
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に
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の
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市
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と
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こ
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す
。
過
去
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災
害
は
忘

れ
な
い
う
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市

議
会
こ
こ
に
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化
を
目
指
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

議
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
す
ば

ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　今年の干支は午です。動物にあてはめると馬になります。本来の読みは「ご」です。「杵
（きね）」の原語で、もちをつく杵を描いたものです。後に、覚えやすくするために動
物の馬が割りあてられたと考えられています。
　馬は、人との付き合いが古い動物です。運搬や農耕などで人の役に立ち、人も馬を
大事に扱ってきました。神様が乗る神馬を奉納するならわしが、馬の絵を描いて代用す
る「絵馬」となり、板絵に願いごとを書いて奉納する「絵馬」の由来となっています。

　
私
の
将
来
の
夢
は
看
護
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由
は

２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
看
護
師
に
な
っ
て
、
人
の
役
に
立
ち
た
い

か
ら
で
す
。
私
は
ま
だ
看
護
師
に
な
れ
る
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
か
患
者
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。「
こ
の
人

な
ら
安
心
で
き
る
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。

　
２
つ
目
は
入
院
し
た
時
の
看
護
師
さ
ん
の
こ
と
が
強
く
心

に
残
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
は
小
さ
い
頃
入
院
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
点
滴
を
す
る
の
が
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。

で
も
怖
が
る
私
に
、
看
護
師
さ
ん
は
ぐ
る
ぐ
る
巻
い
た
包
帯

の
上
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。「
こ
の
中
か
ら

好
き
な
も
の
を
選
ん
で
い
い
よ
」
と
い
う
や
さ
し
い
言
葉
で

不
安
が
消
え
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
も
患
者
さ

ん
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
の

勉
強
を
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ぼくの
わたしの

午年生まれの小学生の皆さんから、将来の夢をテーマに、
思いをつづっていただきました。

駒
　形

　莉
　子
　

さ
ん

　
　（
赤
石
小
学
校
　
６
年
）

り
　
　
こ

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
宇
宙
飛
行
士
で
す
。
な
ぜ
宇
宙
飛

行
士
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
か
と
い
う
と
、
テ
レ
ビ
を
見
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
テ
レ
ビ
の
映
像
で
宇
宙
か
ら
見
た

地
球
を
見
た
と
き
、「
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
星
を
ぼ
く
も
見

て
み
た
い
」と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
宇
宙
飛
行
士

が
実
験
す
る
の
を
見
て
、「
す
ご
い
な
、
や
り
た
い
な
」と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

　
宇
宙
飛
行
士
に
な
っ
て
、
や
り
た
い
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま

す
。
１
つ
目
は
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
中
で
、
無
重
力
を

体
験
す
る
こ
と
で
す
。
２
つ
目
は
、
初
め
て
月
に
行
っ
た
人

の
足
あ
と
を
見
る
こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
、
新
し
い
星
を
発

見
す
る
こ
と
で
す
。
新
し
い
星
を
発
見
で
き
れ
ば
、
将
来
地

球
に
人
間
が
住
め
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
み
ん
な
を
助
け
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

　
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
た
め
に
は
、
努
力
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
小
学
生
の
う
ち
か
ら
、
し
っ
か
り
と
学
ぶ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
負

け
な
い
強
い
心
身
を
も
て
る
よ
う
、
き
た
え
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
た
い
で
す
。

　
宇
宙
飛
行
士
に
な
っ
て
、
人
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
に

役
立
つ
仕
事
を
し
た
い
で
す
。

申
　

　
　定
　珉
　

さ
ん

　
　（
北
辰
小
学
校
　
５
年
）

し
ん
　
　
　
　
　

じ
ょ
ん
　
み
ん

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
電
車
の
運
転
士
に
な
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
電
車
の
運
転
士
の
資
格
を
取
り
た
い
か
ら

で
す
。
駅
の
ホ
ー
ム
で
電
車
を
待
っ
て
い
る
と
、
ち
ゃ
ん

と
ピ
ッ
タ
リ
停
止
位
置
に
止
ま
っ
た
り
、
時
間
ど
お
り
に

駅
に
着
い
た
り
す
る
こ
と
に
、
と
て
も
あ
こ
が
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
ピ
ッ
タ
リ
停
止
位
置
に
止

ま
っ
た
り
、
時
間
ど
お
り
に
駅
に
着
い
た
り
す
る
電
車
の
運

転
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
標
識
や
信

号
の
知
識
、
操
作
の
や
り
方
を
学
ん
で
、
電
車
の
資
格
を
取

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
お
客
さ
ん
を
安
全

に
目
的
の
駅
ま
で
送
り
届
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
好
き
な
電
車
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ぼ
く
が
好

き
な
電
車
は「
山
手
線
の
Ｅ
２
３
１
系
」で
す
。山
手
線
は
、

東
京
都
心
を
一
周
し
、
た
く
さ
ん
の
人
を
乗
せ
て
、
公
共
交

通
機
関
と
し
て
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
夜
ま
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
電
車
な
の
で
、
大
人
に
な
っ
て
電
車
の
資
格
を
取
っ

た
ら
、
こ
の
山
手
線
を
運
転
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
を
駅
か

ら
駅
ま
で
送
り
た
い
で
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
電
車
の
運
転
士
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
の

で
、
夢
が
か
な
う
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
　川

　裕
　貴
　

さ
ん

（
第
一
上
田
小
学
校
　
６
年
）

ひ
ろ
　
　

き

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由

は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
小
さ
い
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
活
動
し
た

り
す
る
こ
と
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。
私
は
４
人
兄
弟
の

１
番
上
の
お
姉
さ
ん
で
す
。小
さ
い
妹
２
人
と
弟
が
い
て
、

毎
日
世
話
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
と
っ
て

も
か
わ
い
い
し
、
話
す
と
楽
し
い
で
す
。
大
人
に
な
る
と

小
さ
い
子
ど
も
と
遊
ぶ
機
会
が
減
る
け
れ
ど
、
保
育
士
に
な

れ
ば
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
が
増
え
ま
す
。
年
少
さ
ん
や
年
長

さ
ん
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
と
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
一

緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
私
の
い
と
こ
が
保
育
士
を
し
て
い
て
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
い
と
こ
は
小
さ

い
子
ど
も
の
話
を
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
話

を
聞
く
と
う
ら
や
ま
し
く
な
り
ま
す
。
保
育
園
の
行
事
の
と

き
は
、
小
道
具
や
衣
装
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。
私
は
１
回
だ

け
、
画
用
紙
で
遊
び
道
具
を
作
る
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
作
っ
た
も
の
で
小
さ
い
子
ど
も
が
喜
ん
で

く
れ
る
と
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し

た
。

　
大
人
に
な
っ
て
も
夢
の
ま
ま
で
は
い
や
な
の
で
、
夢
が
か

な
う
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

内
　田

　実
　希
　

さ
ん

（
第
二
上
田
小
学
校
　
６
年
）

み
　
　
き

今年は
午年 夢夢

4市報 みなみ魚沼　平成26年1月1日発行



　今年の干支は午です。動物にあてはめると馬になります。本来の読みは「ご」です。「杵
（きね）」の原語で、もちをつく杵を描いたものです。後に、覚えやすくするために動
物の馬が割りあてられたと考えられています。
　馬は、人との付き合いが古い動物です。運搬や農耕などで人の役に立ち、人も馬を
大事に扱ってきました。神様が乗る神馬を奉納するならわしが、馬の絵を描いて代用す
る「絵馬」となり、板絵に願いごとを書いて奉納する「絵馬」の由来となっています。

　
私
の
将
来
の
夢
は
看
護
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由
は

２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
看
護
師
に
な
っ
て
、
人
の
役
に
立
ち
た
い

か
ら
で
す
。
私
は
ま
だ
看
護
師
に
な
れ
る
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
か
患
者
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。「
こ
の
人

な
ら
安
心
で
き
る
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。

　
２
つ
目
は
入
院
し
た
時
の
看
護
師
さ
ん
の
こ
と
が
強
く
心

に
残
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
は
小
さ
い
頃
入
院
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
点
滴
を
す
る
の
が
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。

で
も
怖
が
る
私
に
、
看
護
師
さ
ん
は
ぐ
る
ぐ
る
巻
い
た
包
帯

の
上
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。「
こ
の
中
か
ら

好
き
な
も
の
を
選
ん
で
い
い
よ
」
と
い
う
や
さ
し
い
言
葉
で

不
安
が
消
え
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
も
患
者
さ

ん
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
の

勉
強
を
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ぼくの
わたしの

午年生まれの小学生の皆さんから、将来の夢をテーマに、
思いをつづっていただきました。
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　莉
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赤
石
小
学
校
　
６
年
）

り
　
　
こ

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
宇
宙
飛
行
士
で
す
。
な
ぜ
宇
宙
飛

行
士
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
か
と
い
う
と
、
テ
レ
ビ
を
見
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
テ
レ
ビ
の
映
像
で
宇
宙
か
ら
見
た

地
球
を
見
た
と
き
、「
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
星
を
ぼ
く
も
見

て
み
た
い
」と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
宇
宙
飛
行
士

が
実
験
す
る
の
を
見
て
、「
す
ご
い
な
、
や
り
た
い
な
」と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

　
宇
宙
飛
行
士
に
な
っ
て
、
や
り
た
い
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま

す
。
１
つ
目
は
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
中
で
、
無
重
力
を

体
験
す
る
こ
と
で
す
。
２
つ
目
は
、
初
め
て
月
に
行
っ
た
人

の
足
あ
と
を
見
る
こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
、
新
し
い
星
を
発

見
す
る
こ
と
で
す
。
新
し
い
星
を
発
見
で
き
れ
ば
、
将
来
地

球
に
人
間
が
住
め
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
み
ん
な
を
助
け
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

　
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
た
め
に
は
、
努
力
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
小
学
生
の
う
ち
か
ら
、
し
っ
か
り
と
学
ぶ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
負

け
な
い
強
い
心
身
を
も
て
る
よ
う
、
き
た
え
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
た
い
で
す
。

　
宇
宙
飛
行
士
に
な
っ
て
、
人
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
に

役
立
つ
仕
事
を
し
た
い
で
す
。

申
　

　
　定
　珉
　

さ
ん

　
　（
北
辰
小
学
校
　
５
年
）
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じ
ょ
ん
　
み
ん

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
電
車
の
運
転
士
に
な
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
電
車
の
運
転
士
の
資
格
を
取
り
た
い
か
ら

で
す
。
駅
の
ホ
ー
ム
で
電
車
を
待
っ
て
い
る
と
、
ち
ゃ
ん

と
ピ
ッ
タ
リ
停
止
位
置
に
止
ま
っ
た
り
、
時
間
ど
お
り
に

駅
に
着
い
た
り
す
る
こ
と
に
、
と
て
も
あ
こ
が
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
ピ
ッ
タ
リ
停
止
位
置
に
止

ま
っ
た
り
、
時
間
ど
お
り
に
駅
に
着
い
た
り
す
る
電
車
の
運

転
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
標
識
や
信

号
の
知
識
、
操
作
の
や
り
方
を
学
ん
で
、
電
車
の
資
格
を
取

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
お
客
さ
ん
を
安
全

に
目
的
の
駅
ま
で
送
り
届
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
好
き
な
電
車
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ぼ
く
が
好

き
な
電
車
は「
山
手
線
の
Ｅ
２
３
１
系
」で
す
。山
手
線
は
、

東
京
都
心
を
一
周
し
、
た
く
さ
ん
の
人
を
乗
せ
て
、
公
共
交

通
機
関
と
し
て
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
夜
ま
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
電
車
な
の
で
、
大
人
に
な
っ
て
電
車
の
資
格
を
取
っ

た
ら
、
こ
の
山
手
線
を
運
転
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
を
駅
か

ら
駅
ま
で
送
り
た
い
で
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
電
車
の
運
転
士
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
の

で
、
夢
が
か
な
う
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
　川

　裕
　貴
　

さ
ん

（
第
一
上
田
小
学
校
　
６
年
）

ひ
ろ
　
　

き

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由

は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
小
さ
い
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
活
動
し
た

り
す
る
こ
と
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。
私
は
４
人
兄
弟
の

１
番
上
の
お
姉
さ
ん
で
す
。小
さ
い
妹
２
人
と
弟
が
い
て
、

毎
日
世
話
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
と
っ
て

も
か
わ
い
い
し
、
話
す
と
楽
し
い
で
す
。
大
人
に
な
る
と

小
さ
い
子
ど
も
と
遊
ぶ
機
会
が
減
る
け
れ
ど
、
保
育
士
に
な

れ
ば
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
が
増
え
ま
す
。
年
少
さ
ん
や
年
長

さ
ん
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
と
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
一

緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
私
の
い
と
こ
が
保
育
士
を
し
て
い
て
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
い
と
こ
は
小
さ

い
子
ど
も
の
話
を
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
話

を
聞
く
と
う
ら
や
ま
し
く
な
り
ま
す
。
保
育
園
の
行
事
の
と

き
は
、
小
道
具
や
衣
装
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。
私
は
１
回
だ

け
、
画
用
紙
で
遊
び
道
具
を
作
る
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
作
っ
た
も
の
で
小
さ
い
子
ど
も
が
喜
ん
で

く
れ
る
と
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し

た
。

　
大
人
に
な
っ
て
も
夢
の
ま
ま
で
は
い
や
な
の
で
、
夢
が
か

な
う
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

内
　田

　実
　希
　

さ
ん

（
第
二
上
田
小
学
校
　
６
年
）

み
　
　
き

今年は
午年 夢夢
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五日町駅

大沢駅

石打駅

八色駅

上越国際スキー場前駅

南魚沼市役所大和庁舎

魚沼丘陵駅

南魚沼市

ほくほく
ほくほく
ほくほく
ほくほく
ほくほく
ほくほく
ほくほく
ほくほく
ほくほく
ほほくほ
ほくほくほくほほ
ほくほほほほ

線線線線線線線線線線線線

上越上越上越上越上越上上上越越上上上上上越新幹線

上越線越線

関越自動車道越自動浦佐駅

六日町I.C

南魚沼市役所本庁舎 六日町駅

塩沢駅
南魚沼市役所塩沢庁舎

東地区地域づくり協議会

塩沢石打I.C

大和S.I.C

女性部事業：東日本大震災現地視察 看板標語募集事業表彰：赤石小学校 看板標語募集事業表彰：三用小学校

基礎事業：Ｕ字溝設置共同作業

東地域はこんなところです！

東東東地区地区区地域地域地域づくづくり協り協り 議会議会会は、は、役員役員1313人と人と2020人の人の行政行政行 区長区長長、学学識経識経識経験者験者験 数人数人で構で構構成さ成され、れ、各種各種各種種
情報情報情 や地や地地域の域の域の課題課題点を点を共有共有共有し、し、地域地域づくづくりにりに取り取り組ん組んでいでいで ますますま 。。
特特特徴的徴的的な活な活動と動としてしてて、平、平成2成2成 4年4年年度か度から女ら女性部性部を発を発足し足しし、新、新たなたな視点視点で頑で頑頑張っ張っ張 ていていて ますますす。女。女。女性部性部は、は、は
発足発足と同と同同時に時にに全2全20行0行行政区政区の区の区の 長宅長宅長宅を回を回回り、り、直接直接2020項目項目目程度程度の聞の聞き取き取き取り調り調査を査を査を行い行い、地、地区の区の区の実態実態実態態態
把握把握に取に取取り組り組組みまみまましたした。
こここの調の調の調査で査で査 明ら明ら明 かにかにか なっなった実た実態の態のの一つ一つつが、が、地域地域内の内の防災防災災意識意識
の低の低の低さでさであっあっあったこたこことかとかと ら、ら 初年初年度に度に度に東日東日東日本大本大本大震災震災の現の現地視地視察を察を察
行い行い行いましました。た。た。被災被災地の地の地 現状現状からから何を何を何を学ぶ学ぶ学 べきべきべきか考か考えさえさせらせられ、れ、
参加参加参加者か者かから大ら大ら 変有変有意義意義意義であであったったと好と好と 評で評で評でしたした。。
地地域の域の域の防災防災は、は、重大重大重 な課な課題で題です。す。今後今後今 も東も東も東地区地区のさのさの らならななる安る安
全安全安全 心と心とと楽し楽し楽 い地い地域づ域づくりくりくりのたのたのためにめにに、女、女女性部性部を交を交をを えてえてて積極積極極的な的な
活動活動に取に取り組り組んでんでいきいきますます。

◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇◇八◇◇八八◇八八◇八八◇ 海山海山海山海山海山海山海山海山海山海山海山海山海山海山海海海山山海山海山海海海海山山山山山山山麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓や麓やや麓や麓ややややややややや麓やや水無水無水無水無水無水無水無水無水無水無水無水無水無水無水水無無水無無水無水 渓谷渓谷渓谷渓谷渓谷渓谷渓谷渓谷渓谷渓谷渓谷渓渓谷渓谷渓谷渓谷渓渓谷渓谷渓谷谷などなどなどなどなどなどなどなどなどななどなどなどなななどなななどななど、広、広、広、広、広、広、広、広、広、広、広、広、広、広、広、広広広広広広く森く森く森く森く森くくく森く森く森く森くくくく森くく森林に林に林に林に林に林に林に林に林に林に林に林に林に林に林林にに林に林にに林に覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆わ覆覆覆覆覆わわ覆覆 れたれたれたれたれたれたれたれたれたたれたたたたたた自然自然自然自然自然自然自然自然自然自然自然自自自自自自 豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊かか豊か豊 な地な地な地な地な地な地な地地な地な地な地な地な地な地地なな 域域域域域域域域域域域域域域域域域
ででででででででででででででででででででででででで、越、越、越、越、越、越越、越、越、越越越、越、越越越越越、越越越越越越後三後三後三後三後三後三後三後三後三後三三後三三後三後三後三三三後三後三後三三後後後後後 山の山の山の山の山の山の山の山の山の山の山の山の山の山の山ののの山のののの山のののの山の山の山のののの美し美し美し美し美し美し美しし美し美しし美し美し美美し美し美ししい山い山い山い山い山い山い山い山い山い山い山い山い山いい山い山い山山い山い山いい なみなみなみなみなみなみなみなみなみなみみみなみみなみなみなみみみみみなな を眺を眺を眺を眺を眺を眺を眺を眺ををを眺をををを眺をををををを めらめらめらめらめめめめらめらめらめらめめらめらめららめられるれるれるれるれるれるれるれるれるれれるれれれるれれれれれれるれるれ 県内県内県内県内県内県内県内県内県内県内県内県内県内県内県内内県内内内内内内内県内内内で数で数で数で数で数で数で数で数で数で数数で数でで数でで数で数数ででででででで 少な少な少な少な少な少な少な少な少な少な少な少な少な少な少少少な少な少なな少な少な少なななく残く残く残く残く残く残く残く残く残残く残く残残残されされされされされされさされされされされされれれれれれれれれれささ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた景観景観景観景観景観景観景観景観景観景観景観景観景景観景観景観景観景観景景景観観景景景景景観地で地で地で地で地で地で地で地で地で地で地で地で地で地地で地で地地地で地で地で地地 すすす。す。す。す。す。す。す。すす。すすすすすすすすすすす。すすすす
◇◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊◇◇霊◇霊◇霊◇霊◇霊霊◇霊霊◇◇◇霊◇◇霊◇霊◇ 峰八峰八峰八峰八峰八峰八峰八峰八峰八峰八峰八峰八峰八八八峰八峰八峰八峰峰峰八峰八峰八峰峰峰八海山海山海山海山海山海山山海山海山海山海山海山海山海山海山海山海山や駒や駒や駒や駒や駒や駒や駒駒や駒や駒やや駒や駒や駒や駒ややや駒や駒や駒や駒やや駒駒やや駒やや駒駒駒駒駒駒ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケ岳ケケケケ岳岳ケケ岳岳ケケ岳ケ岳のの登の登の登の登の登の登の登の登の登の登の登の登登の登登の登の登の登の登の 山口山口山口山口山口山口山口山口山口山口山口山口山口山口山口口山口山口山山山口山 に位に位に位に位に位に位に位に位に位に位に位に位位に位に位位位位位位置し置し置し置し置し置置し置置し置し置し置し置し置し置し置しし置置し、貴、、貴、貴、貴、貴、貴、貴、貴、貴、、、貴、貴、、、、 重な重な重な重な重な重な重な重な重な重な重な重重重な重な重な重重ななな動植動植動植動植動植動植動植動動植動植動動動動植動植物な物な物な物な物な物な物な物な物な物ななななど、ど、ど、ど、ど、どど、ど、ど、ど、どどど、どどどどどど
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自然環然環然環然環然環然環然環然環然環然環然環然環然環然然然環然環然然環然環然然然環然然然環然然然 境に境に境境境境に境に境に境に境に境に境に境に境に境に境に境に境に境境に境に境境境境境 恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵ま恵恵恵ま恵ままま恵ま恵恵ま恵ま恵ま恵ま恵まま恵ま恵まれたれたれたれたれたれたれたれたれたれたたれたれれたれたれたれたれれれたたれれれ 地域地域地域地域地域地域地域地域地域地域地域地域地域域域地域地域域域域地 ですですですですですですですですですですですですですですでですででですですでででで 。。。。
◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇八◇◇八◇◇◇八◇八◇◇◇八八◇◇八◇◇◇ 色原色原色原色原色原色原色原色原色原色原色原色原色原色原色原色原原色原色原色色色原原色色色原扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇状扇 地に地に地に地に地に地に地に地に地に地に地に地に地にに地に地地に地にににに地地地にに地にににありありありありありありありありありありあありありああああ 、八、八、八、八、八、八、八、八、八、八八、八八、八色ス色ス色ス色ス色色ス色ス色ス色ス色ス色ス色ス色ス色ス色ス色ス色スス色 イカイカイカイカイカイカイカイカイイカイカイイカイカカや八や八や八や八や八や八や八や八や八や八や八や八や八や八や八八色し色し色し色し色し色し色し色し色し色色色し色色し色色色色色色色 いたいたいたいたいたいたいたいたいたたいたいいいいいたいいいい けなけなけなけなけなけなけなけなけなけなけななけななけけなけなけななどのどのどのどのどのどのどのののののののの特産特産特産特産特産特産特産特産特産特産特産特産特産産特産産特産特 地地地地地地地地地地地地地地地地地地
ででででででででででででででです。す。すすすす。す。すすすすすすすすすすすすすす
◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇今◇◇◇今◇◇今◇◇今後、後、後、後、後、後、後、後、後、後、後、後、後、後後後、後、後、後後後、後後後後、後 農業農業農業農業農業農業農業農業農業農業業農業農業農業農業農農農農農 の振の振の振の振の振の振の振の振の振の振の振の振の振の振の振振の振振振の振の振の振振興を興を興を興を興を興を興を興を興を興をを興を興を興を興を興を興をを興興 図る図る図る図る図る図る図る図る図る図る図るるる図る図る図る図る図るるる図るるるとととととととととととととととととととととととととととととと もにもにもにもにもにもにもにもにももにもにもにもにもにもにもにもにににに、魚、魚、魚、魚、魚、魚、魚魚、魚魚魚魚魚魚魚沼基沼基沼基沼基沼基沼基沼基沼基沼沼基沼基基基沼基基沼基沼沼基基幹病幹病幹病幹病幹病幹病幹病幹病幹病病幹病幹病幹病幹病幹幹病幹幹病幹幹病病院や院や院や院や院や院や院や院や院院院院院院院院院院や国際国際国際国際国際国際国際国際国際国際国際国際国際国際国際際際国際際大学大学大学大学大学大学大学大学大学大学学学学大学学学学学学学大学学学、、、、、、、、、、、
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国際情際情際情際情際情際情際情際情際情際情情際情情際情際情情際情際情際情情際情情情際情情際情情報高報高報高報高報高報高報高報高報高報高報高報高高高報高報高報高報報報報高報報 校校、校、校、校、校、校校校、校、校校校、校校校校 美術美術美術美術美術美美術美美術美術美術美術美術美術美美美術術美美 館な館な館な館な館な館な館な館な館な館な館館館な館な館な館な館な館館 どのどのどのどのどのどのどのどののどのどのののどのどののののの施設施設施設施設施設施設施設施設施設設施設施設施設施 を活を活を活を活を活を活を活活を活を活活を活活を活ををを活活用し用し用し用し用し用し用し用し用しし用し用し用し用し用ししししししし用した農た農た農た農た農た農た農た農農農た農た農た農農た農農た農農た農業と業と業と業と業と業と業と業と業と業と業と業とと業と業と業業と福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉祉福祉福祉祉祉福祉祉祉祉、、、、、、、、、、、
文文文文文文文文文文文文文文文文化学化学化学化学化学化学化学化学化学化学化学化学化学化学化学化学学化化学化化化化化学化学化化化化学化化化化 園都園都園都園都園都園都園都園都園都園都園都都都園都園都都都園都都都市構市構市構市構構市構市構市構市構構市構構市構市構市構構構構市構市構構構市構市構構構構構市市構構構構構想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想の想想想想 拠点拠点拠点拠点拠点拠点拠点拠点拠点拠点拠点点点拠点拠点拠点点点点拠点点点としとしとしとしとしとしとしとしとししとしとしとしとしとしとしして期て期て期て期て期て期て期て期て期て期て期て期て期て期て期て期待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さ待さされてれてれてれてれてれてれてれてれてれてれてれてれれてれてれれれれてれ いまいまいまいまいまいまいまいまいまいいまいまいいいいい す。す。す。す。す。すす。す。す。す。す。す。すす。すすす。す。すすす
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シリーズ

～東地区地域づくり協議会～

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
地地地地
コココココココココココココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ

ュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィ活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性活活活活活 化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化性 事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事化 業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 「住民同士の交流を通じ、
　地域の活性化と
　日常生活の向上を目指した」
 地域づくりに取り組んでいます。

地域づくり協議会の活動をシ
リーズで紹介します

第10回は「東地区地域づくり
協議会」です
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中華人民共和国香港特別行政区
（公用語） 中国語（広東語）・英語
（主　都） 政府総部所在地は、
　　　「香港添馬 添美道２號」

（面　積） 1,104㎢（183位）
（人　口） 7，026，400人（98位）
（ＧＤＰ（ＰＰＰ）） 3,070億ドル（38位）
（通　貨） 香港ドル（HKD）
＊ＧＤＰは国内総生産のことで購買力平
価説（ＰＰＰ）により算出した数値です

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

電話が通じず、頼りの消火栓も雪の中～火事の対応に手間取る～
山陰地方の大雪（松江市　６０代　男性）

平成23年１月２日の午後２時半ころ、「火事だ！」と自治会長である私の所へ人が飛んできました。
しかし、停電で外部とは連絡が取れず、集落の有線放送も使えない。携帯電話もほとんど圏外でつ
ながらず、人員を招集するのが大変でした。
　家はすでに燃え上がっていました。中に人がいたのですが、壁の方から燃えていったので、火が
大きくなるまで気づかなかったようです。オール電化住宅で暖房が使えず、豆炭こたつを使用して
いましたが、その炭が火元とのことです。
　消防車が来るまで、消火器や消火栓で対処し
ていました。しかし、消火栓はみな道路の下に
あり、雪が積もっていて場所もわかりませんで
した。消防団が雪かきをしましたが、屋根から
落ちてきた雪でまた埋まってしまう状態でし
た。年寄りだけの家は、雪かきをしていないこ
ともあり、仕方ないですね。遠くにある消火栓
からホースをつないで消火活動をしました。そ
の日が無風状態だったことが、不幸中の幸いで
す。

日前日前

【私の国はこんなところ】
香港はアヘン戦争後に100年ほどイギリスの植民地となり、その後、
中国に移譲されました。世界三大夜景の一つとされるビクトリアピー
クからの百万ドルの夜景、そして買い物天国として有名です。
香港の伝統的な食事・飲茶を紹介します。日曜日の家族行事として、
10時から２時ぐらいに多くの家庭で飲茶をします。竹製のせいろで蒸
したいろいろな小さな点心、鳥や豚の蒸しご飯、揚げ物などの中から、
普通は一人で２種類の点心と蒸しご飯をお茶とともに食べます。以前
はレストランに行くのが普通でしたが、最近は家庭で冷凍の点心を電
子レンジで調理することもできるようになりました。

【私の南魚沼のお気に入り】
場　所 八海山。眺めが美しく、特に紅葉の季節には山全体が赤、オ
レンジなどに染まり、眼下の街並みと周囲の景色とともに本当に綺麗
です。
食べ物 そばは温かくても、冷たくてもとても美味しくて一番好きで
す。おいしいコシヒカリも疑う余地なく日本一のお米だと思います。
余　暇 友達とのんびり過ごすには温泉が一番です。私は、よく大学
の友達と近所の温泉に行き、夕食をとります。

国際大学留学生 お国自慢コーナー
～ｂｏａｓｔ ｏｆ ｍｙ ｃｏｕｎｔｒｙ～
「香港」
イム，サン　ウさん

シリーズ

第9回
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【問合せ】企画政策課　☎773－6672
「南魚沼産コシヒカリの消費に関する市民アンケート調査」結果

　南魚沼市では「南魚沼市コシヒカリの普及促進に
関する条例」を、昨年の10月10日から施行しました。
この条例は、毎年10月10日を「南魚沼市コシヒカ
リの日」とし、行政と関係事業者、市民の皆さんが
一体となって、南魚沼産コシヒカリの普及促進に取
り組むことを定めています。
　条例の施行にあわせて、市民の中から1,508人を
抽出し、「南魚沼産コシヒカリの消費に関するアン
ケート調査」を実施しました。その集計結果を公表
します。

アンケート実施期間：平成25年10月22日～ 11月８日
回答率：58.5％（市民1,508人に送付。882人の有効回答）

600
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200
100
0 ７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

600
500
400
300
200
100
0 ７日 ６日 ５日 ４日 ３日 ２日 １日 ０日

【設問２】 あなたの現在の年齢を教えてください
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0 ０～９ 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90～
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0

（人）

男性 女性

（人）

（人）

（人）

【設問２】

【設問１】 あなたの性別を教えてください【設問１】

【設問３】 普段、あなたはご家庭の朝食で、１週間に何日くらいお米を食べますか？【設問３】

【設問４】 設問３のうち、朝食で南魚沼産コシヒカリを食べる日は何日ありますか？【設問４】
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　回答結果から非常に多くの市民が南魚沼産コシヒカリを食べてい
ることがわかりました。一方では、１割以上の市民が朝食にお米を
食べていないこともわかりました。これらの回答結果をもとに、南
魚沼産コシヒカリの一層の普及促進と消費拡大に向けて取り組んで
いきます。アンケートへのご協力、ありがとうございました。

　アンケート結果から、ご飯１杯を150ｇと
して計算すると、１人が１日に食べるご飯
量の平均は、457.7ｇとなります。これを炊
飯前のお米に換算すると、201.6ｇと推測さ
れます。
　同じく、南魚沼産コシヒカリのご飯１杯
を150gで計算すると、1人が1日に食べる平
均は424.7ｇとなります。これを炊飯前のお
米に換算すると187.1ｇと推測されます。
　これにより炊飯前の南魚沼産コシヒカリ
の１人当たりの消費量を計算すると、１年
間で約68.3㎏になります。お米の消費量の全
国平均は、１年間に約58.9㎏※で、比較すると、
市民１人が１年間で食べる南魚沼産コシヒ
カリの消費量は、全国平均よりも約10㎏上
回っている結果となりました。
※米穀機構「米の消費動向調査」から推測

農業→自分（または家族）で農業をし、お米を作っている（農
作業受委託を含む）

貸地→自分（または家族）の農地を人に貸して、対価としてお
米をもらっている

市内→市内の実家・親戚・知人などからお米を買っている（ま
たは、もらっている）

市外→市外の実家・親戚・知人などからお米を買っている（ま
たは、もらっている）

商店→スーパー・米店などの商店から購入している
通販→インターネットや通信販売を利用して購入している
その他→その他の方法でお米を手に入れている
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（人）
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400
350
300
250
200
150
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0 農業 貸地 市内 市外 商店 通販 その他 食べない

（人）

南魚沼市
公式観光PRキャラクター
「こめつぐ君」

【設問５】 普段、あなたはご家庭で、１日の食事のうち何杯くらいお米を食べますか？【設問５】

【設問６】 設問５のうち、南魚沼産コシヒカリは何杯くらい食べますか？

※標準的なお茶碗（約150ｇ）を1杯として回答

※標準的なお茶碗（約150ｇ）を1杯として回答
【設問６】

【設問７】 あなたがご家庭で食べるお米は
　　　　　 どこから手に入れますか？
【設問７】
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る
募
集
要

項
（
申
込
書
）
を
提
出

提
出
先　

学
校
教
育
課

締
切
り　

１
月
14
日
（
火
）

選
考
日
時　

２
月
８
日
（
土
）

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時

選
考
会
場　

大
和
庁
舎

選
考
方
法　
「
日
本
語
作
文
」「
日
本
語
面

接
」「
英
語
面
接
」
に
よ
り
選
考

個
人
負
担　

10
万
円
（
そ
の
他
に
、
往
路

電
車
賃
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
費
用
、
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
申
請
費
、
任
意
保
険
料
、
小
遣

い
な
ど
の
負
担
が
必
要
）

※
経
済
的
理
由
で
参
加
が
困
難
な
生
徒

に
、
10
万
円
を
助
成
す
る
「
中
学
生
海

外
派
遣
助
成
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希

望
者
は
相
談
く
だ
さ
い

オ
レ
ゴ
ン
州
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
体
験

平
成
26
年
度
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

〜
参
加
者
募
集
中
〜

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
７
７
７

－

３
１
１
８

奨
学
生 

募
集
中

〜
平
成
26
年
度
進
学
分
〜

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　

〒
９
４
９

－

７
３
９
２

　
　

浦
佐
1
1
8
8

－

２（
大
和
庁
舎
）

　
　

学
校
教
育
課

　
　

☎
７
７
７

－

３
１
１
８

市
奨
学
金
の
返
還
方
法
が
変
更

平
成
26
年
度
返
還
開
始
分
〜

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
７
７
７

－

３
１
１
８

対
象　

成
績
優
秀
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
進
学
が
困
難
な
生
徒
や
学
生

条
件　

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
の
子
ど
も

や
兄
妹
な
ど
が
、
学
校
教
育
法
に
定
め

る
高
校
・
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な

ど
に
進
学
・
在
学
す
る
場
合
で
、
他
制

度
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
な
い
人

※
医
学
部
医
学
科
に
進
学
・
在
学
す
る
学

生
に
限
り
、
他
の
奨
学
金
制
度
と
併
用

し
、
貸
与
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。（
そ
の
他
の
学
科
は
、
併
用
貸

与
は
で
き
ま
せ
ん
。
注
意
く
だ
さ
い
）

貸
与
額　

①
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な

ど
：
月
額
５
万
円
（
無
利
子
、
年
３
回

に
分
け
て
貸
与
）

②
高
校
：
月
額
１
万
８
千
円（
無
利
子
、

年
３
回
に
分
け
て
貸
与
）

返
還
期
間　

半
年
据
置
後
、
借
り
た
期
間

の
２
・
５
倍
の
期
間
（
毎
月
末
日
、
ま

た
は
年
２
回
の
返
還
）

 

例  

大
学
４
年
間
で
２
４
０
万
円
借
り
た

場
合
﹇
返
還
期
間
10
年
、
半
年
据
置
後

初
回
年
度
12
万
円
、
翌
年
度
以
降
24
万

円
、
最
終
年
12
万
円
の
返
還
﹈

提
出
書
類
（
申
請
書
な
ど
は
、
学
校
教
育

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

①
申
請
書
（
市
の
書
式
）

②
推
薦
書
（
市
の
書
式
、
新
入
学
生
は
出

身
校
長
、
在
学
生
は
在
籍
学
校
長
）

③
成
績
証
明
書（
新
入
学
生
は
出
身
校
長
、

在
学
生
は
在
籍
学
校
長
）

④
合
格
通
知
書（
新
入
学
生
）の
写
し
、ま

た
は
在
学
証
明
書
（
在
学
生
）
の
原
本

⑤
住
民
票
（
世
帯
全
員
）

⑥
所
得
証
明
書
（
奨
学
生
の
保
護
者
分
）

⑦
納
税
証
明
書　

連
帯
保
証
人
に
内
定
し

て
い
る
２
人
分
を
各
１
通
（
う
ち
１
人

は
保
護
者
）

⑧
印
鑑
登
録
証
明
書　

１
通
（
連
帯
保
証

人
に
内
定
し
て
い
る
人
で
、
保
護
者
以

外
の
も
の
）

⑩
作
文　

奨
学
金
を
受
け
て
進
学
す
る
こ

と
で
、
自
分
が
将
来
成
し
と
げ
た
い
こ

と
や
抱
い
て
い
る
夢
な
ど
を
、
４
０
０

字
詰
め
の
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
記
入

⑪
否
認
定
通
知
の
写
し　

他
の
奨
学
金
で

採
用
さ
れ
な
か
っ
た
人
の
み
。
選
考
に

お
い
て
考
慮
し
ま
す

※
特
別
な
事
情
（
母
子
世
帯
・
被
災
し
た

な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
、
申
請
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
限　

３
月
31
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

結
果
通
知
（
予
定
）
５
月
上
旬
に
、
個
別

に
通
知

　

奨
学
金
の
返
還
方
法
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

返
還
期
間　

平
成
26
年
度
に
、
新
た
に
返

還
が
始
ま
る
人
か
ら
返
還
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
す
。

 

変
更
前  

貸
与
終
了
後
、
貸
与
を
受
け
た

２
倍
の
期
間
内

 

変
更
後  

貸
与
終
了
後
、
半
年
据
置
き
、

貸
与
を
受
け
た
２
・
５
倍
の
期
間
内

※
す
で
に
返
還
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
２

倍
の
期
間
内
（
変
更
前
）
で
の
返
還
と

な
り
ま
す

返
還
回
数
の
変
更　

こ
れ
ま
で
は
納
付
書

か
口
座
振
替
で
、
年
２
回
の
返
還
で
し

た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
毎
月
返
還

も
可
能
に
な
り
ま
す
。

変
更
を
希
望
す
る
人
は
、
連
絡
を
く
だ

さ
い
。
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障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

助
成
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
制

度
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

障
害
者
手
帳
を
取
得
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

　
　

障
が
い
の
種
類
で
、
必
要
と
な
る
も

の
が
異
な
り
ま
す
。
申
請
の
際
は
、
添

付
書
類
を
確
認
く
だ
さ
い
。

身
体
障
が
い
…
申
請
書
・
診
断
書
（
指
定

の
書
式
）・
写
真

療
育
障
が
い
…
申
請
書
・
写
真

精
神
障
が
い
…
申
請
書
・
診
断
書
（
障
害

者
年
金
の
受
給
者
は
不
要
。
そ
の
場
合

は
、
年
金
証
書
）・
写
真

　
　

手
帳
が
あ
る
と
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
の
？

　
　

手
帳
の
種
類
で
異
な
り
ま
す
。
次
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
…
身
体
障

が
い
者
の
自
立
と
、
社
会
経
済
活
動
へ

の
参
加
促
進
の
た
め
に
、
そ
の
障
が
い

状
態
の
除
去
や
軽
減
に
必
要
な
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 

対
象  

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

18
歳
以
上
の
人

 

必
要
書
類  

医
師
の
意
見
書（
指
定
様
式
）、

身
体
障
害
者
手
帳
、
保
険
証
な
ど

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免
…

条
件
に
よ
っ
て
、
全
額
免
除
と
半
額
免

除
が
あ
り
ま
す
。

 

全
額
免
除  

身
体
障
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ

か
を
持
ち
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

（
住
民
税
）
非
課
税

 
半
額
免
除  

①
視
覚
障
害
者
手
帳
、
聴
覚

障
害
者
手
帳
を
持
って
い
る
人
が
世
帯
主

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人
が

世
帯
主

 

必
要
書
類  

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
お
客
様
番
号
の
わ
か
る
も
の

新
潟
県
お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度
…

利
用
証
に
よ
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
利
用
対
象
者
を
明
確
に
す
る
制

度
で
す
。
ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
駐
車
場

で
利
用
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
…

重
度
の
心
身
障
が
い
が
あ
る
人
が
、
医

療
機
関
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

 

対
象  

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
か
、

療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人
（
所
得

制
限
あ
り
）

 

必
要
書
類  

手
帳
・
印
鑑
・
保
険
証
な
ど

　
　

手
帳
が
な
く
て
も
受
け
ら
れ
サ
ー
ビ

ス
は
？

　
　

障
が
い
の
種
類
で
異
な
り
ま
す
が
、

次
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
…
精
神
障

が
い
で
医
療
機
関
に
通
院
し
て
い
る
人

に
、そ
の
医
療
費
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

 

対
象  

通
院
に
よ
る
治
療
が
継
続
的
に
必

要
と
認
め
ら
れ
た
人

 

必
要
書
類  

診
断
書（
指
定
様
式
）、 

保
険

証
、
申
請
書
な
ど

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）
…
日
常
生

活
能
力
の
回
復
向
上
の
た
め
に
、
手
術

な
ど
の
治
療
で
効
果
が
期
待
で
き
る
も

の
に
対
し
て
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

 

対
象  

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
か
、
そ
の

障
が
い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
18
歳
未

満
の
人

 
必
要
書
類  

医
師
の
意
見
書（
指
定
様
式
）、

保
険
証
、
申
請
書
な
ど

特
別
障
害
者
手
当
…
20
歳
以
上
で
、
精
神

か
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
人
に
支
給
し
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
と
、
資
格
が
な
く
な
り

ま
す
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に

入
所

・
病
院
や
越
南
苑
な
ど
に
３
か
月
を
超
え

て
入
院

 

支
給
月
額  

２
６
，
０
８
０
円

※
本
人
と
世
帯
員
の
所
得
で
支
給
制
限
あ
り

 

必
要
書
類  

医
師
の
診
断
書（
指
定
様
式
）、

住
民
票
・
戸
籍
謄
本
、
申
請
書
な
ど

障
害
児
福
祉
手
当
…
20
歳
未
満
で
、
精
神

か
、
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
施
設
に
入
所
す
る
と
、
資
格
が
な
く
な

り
ま
す

 

支
給
月
額  

１
４
，
１
８
０
円

※
本
人
と
世
帯
員
の
所
得
で
支
給
制
限
あ
り

 

必
要
書
類  

医
師
の
診
断
書（
指
定
様
式
）、

住
民
票
・
戸
籍
抄
本
、
申
請
書
な
ど

シリーズ　
市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

　
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
④

　
障
が
い
者
の
た
め
の
制
度
は
？

【
問
合
せ
】
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
６
６
7

Q.A.

Q.A.Q.A.
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「魚沼ベストショット展 PartⅢ」
■期　間　１月10日（金）～１月27日（月）
　好評だった昨年に続き、出展者も増え、パワーアップし
ての開催です。魚沼に魅せられた写真家による自慢のベ
ストショットを出展します。素晴らしい魚沼地域の自然や
風物を、市内外にアピールする自然賛歌の展覧会です。

スポーツカード展示室：「国技相撲の今昔」
■期　間　１月18日（土）～３月31日（月）
　幕内と十両を描いた「BBM2013大相撲カード」と
大相撲歴代のスター力士を描いた「BBM2013大相
撲カード レジェンド～ GLORY～」を展示します。最
新の「BBM2014大相撲カード」も完成次第展示予
定。江戸時代の
相撲錦絵をカ
ード化した「相
撲錦絵カード」
や、関連した貴
重な資料も展
示予定。

]
１
月
の
読
書
の
つ
ど
い

大
型
絵
話「
北
越
雪
譜
の
世
界
」

●
日
時
　
１
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

●
テ
ー
マ
　「
冬
」

●
内
容
　
大
型
絵
話
「
雪
の
中
の

ゆ
う
れ
い
〜
北
越
雪
譜

よ
り
」
他
、
新
し
い
本

の
紹
介
、
読
み
聞
か
せ

●
出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

●
対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
他
　
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料

●
申
込
み
　
図
書
館
へ
電
話
を
く
だ

さ
い

※
当
日
も
受
け
付
け
ま
す

１
月
の
お
は
な
し
か
い

　
手
遊
び
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
、
楽
し
い
内
容
で

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
は
な
し
か
い
の
後
は
、
ぜ
ひ

図
書
館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１
月
11
日
（
土
）

　
幼
児
向
き
‥
‥
午
前
10
時
〜

　
小
学
生
向
き
‥
午
前
10
時
35
分
〜

●
会
場
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
、
保

護
者

絵
本
の
へ
や

　
楽
し
い
絵
本
の
へ
や
に
、
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
？

●
期
日
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼
児

11
月
読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　「
ひ
ょ
う
し
ぎ
」が
鳴
り
響
き
始

ま
る
紙
芝
居
劇
場
。
新
潟
ひ
ょ
う

し
ぎ
の
会
の
人
が
、
声
色
を
か
え

な
が
ら
演
じ
、
大
人
も
子
ど
も
す

ぐ
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
楽
し
く

聞
い
た
り
、ホ
ロ
ッ
と
し
た
り
と
、

素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

 

参
加
者
の
感
想

◇
紙
芝
居
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま

だ
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、
大

き
な
絵
だ
と
わ
か
り
や
す
い
よ

う
で
す
。

◇
初
め
て
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
格
的
で
、
子
ど
も
た

ち
も
真
剣
に
見
て
い
ま
し
た
。

◇
老
若
男
女
の
声
を
使
い
分
け
る

な
ど
、
大
人
も
物
語
の
中
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
家
庭
で
は

で
き
な
い
体
験
を
、
ま
た
期
待

い
た
し
ま
す
。

◇
大
き
な
紙
芝
居
を
初
め
て
見
ま

し
た
。
迫
力
が
あ
り
、
話
の
中

に
の
め
り
こ
み
ま
し
た
。
６
年

生
の
息
子
も
真
剣
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
涙

が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と

て
も
い
い
時
間
で
し
た
。

１
月
テ
ー
マ
図
書
展
示

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
寒
い
季
節
で
す
が
、
風
邪
を

ひ
か
な
い
よ
う
に
、
元
気
に
過
ご

し
た
い
も
の
で
す
。「
健
康
管
理

に
役
立
つ
本
」
を
テ
ー
マ
に
展
示

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　
12
月
19
日
（
木
）
塩
沢
図
書
室

の
巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
、

隔
月
１
０
０
冊
ず
つ
入
れ
替
え
て

い
る
も
の
で
す
。
次
回
大
和
図
書

室
は
１
月
16
日
（
木
）
に
入
れ
替

え
の
予
定
で
す
。

郷
土
図
書
紹
介

◇『
新
潟
県
立
六
日
町
高
等
学
校 

創
立
九
十
周
年
記
念
誌
』（
発
行
・

寄
贈
：
新
潟
県
立
六
日
町
高
等
学

校
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
実
行

委
員
会
）

◇『
六
日
町
高
等
学
校
野
球
部
創

部
65
周
年
記
念
誌  

止
ま
ざ
る
心
』

（
発
行
：
六
日
町
高
校
野
球
部
創
部

65
周
年
記
念
誌
作
成
委
員
会
・
寄

贈
：
六
日
町
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
）

新
図
書
館
開
館
に
伴
う
臨
時
休
館

　
平
成
26
年
６
月
に
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ラ
ラ
」
内

に
新
図
書
館
が
誕
生
し
ま
す
。

　
市
民
会
館
内
の
図
書
館
は
、

３
月
か
ら
引
っ
越
し
作
業
と
オ

ー
プ
ン
準
備
の
た
め
、
休
館
し

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
新
図
書
館
の
誕
生
を
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

休
館
期
間
：
３
月
１
日（
土
）

〜
５
月
31
日（
土
）

※
大
和
図
書
室
・
塩
沢
図
書
室

は
通
常
開
館
し
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い

日
時
　
１
月
17
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、手
遊
び
、

歌
な
ど

対
象
　
０
〜
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

南魚沼市 火～日9:00～17:00（金のみ19:00まで）
 休館月（祝日の場合翌日）と16日木《図書整理日》
大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は

17:00まで）休館月（祝日の場合翌日）
塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日

は17:00まで）

南魚沼市 火～日9:00～17:00（金のみ19:00まで）
 休館月（祝日の場合翌日）と16日木《図書整理日》
大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は

17:00まで）休館月（祝日の場合翌日）
塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日

は17:00まで）
年始の休館（３か所）：１月１日（水・祝）～１月３日（金）
申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

１月の開館日時
池田記念美術館
9：00～17：00（入館終了16：30）

トミオカホワイト美術館
10：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
9：00～17：00（入館終了16：30）

１月の休館：毎週水曜日、28日（火）、30日（木）
年始休館：１月１日（水・祝）～１月９日（木）
780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp

￥一般500円／高校生以下（無料）
TEL FAX URL

●●展覧会●●

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

１月の休館：毎週火曜日
年始休館：１月１日（水・祝）～１月10日（金）

￥大人500円、小中高250円（市内小中学生は無料）
782-9860FAXTEL

南魚沼市民会館
受付8：30～17：15

１月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
年始休館：１月１日（水・祝）～１月３日（金）
TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142

http://www.6bun.jpURL

　３月31日（月）まで、会場利用料と付属設備料が通
常の８割相当額となります。この機会に市民会館を利
用してみませんか？ 詳しくは、問い合わせください。
※営利目的などの催しは除く

利用料金の冬季割引

　冬期間は、降雪状況により駐車場の除雪作業を行
います。作業の支障となりますので、無断駐車・夜間
駐車はしないでください。

夜間（無断）駐車は禁止です

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

■期　間　平成26年３月23日（日）まで
第３期　「木・銅・石の版」

770-1173TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

￥一般500円／小中高250円

１月の休館：毎週水曜日
年始休館：１月１日（水・祝）～１月３日（金）

※１階雪国交流館は無休
TEL FAX783-4500 783-4883

TEL FAX775-3646 775-3650

http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumikinenkanURL

１月休館日：毎週水曜日
年始休館：１月１日（水・祝）～１月３日（金）

「Snow Country」 富岡惣一郎の「富士山」〈同時開催〉

【１月の「市民無料の日」は、18日（土）、28日（火）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　３月10日（月）まで
　ひとときとして形をとどめない
真っ白な雲、白いベールをまとっ
た頂に魅せられ、富岡は幾度と
なく富士山に挑戦しています。
美しい富士の雪景と、雪国の自
然をあわせてご堪能ください。

雲海・富士山C

◆牧之一言メモ⑱◆　「北越雪譜の印刷方法は？」
　木版印刷で、版木を彫って刷るという方法でした。
挿絵に墨の濃淡部分があることから、複数の版を使っ
たと思われます。版木は、大正12年に起きた関東大震
災まであったといわれていて、現在は行方不明です。

今泉記念館・アートステーション今泉記念館・アートステーション

　板画は60代以降の棟方の作品を多く展示していま
す。豊満で力強い女性像、詩と画との結びつきの妙が
際立ちます。膨大な数の作品を残し、72年間の生涯を
駆け抜けた棟方の作品をぜひご覧ください。

■展示作家　喜多川 歌麿、歌川 豊国、歌川 国芳、
　　　　　　竹久 夢二、立石 春美、月岡 榮貴ほか
◆「― ノスタルジーと詩情 ― 福井 良之助・西村
龍介・成田 禎介 版画展」

　３人の画家が描いたヨーロッパの風景・城を中心に、細
密で美しい版画作品の展示です。

● ● 常 設 展 ● ●　「棟方志功の世界」

 ● ● 企 画 展 ● ●   ◆「美人画 ―美しき黒髪―」

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館

　
　 ☎
7
7
3

－

6
6
1
0

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

大
き
な
布
で
遊
ぼ
う
！
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「魚沼ベストショット展 PartⅢ」
■期　間　１月10日（金）～１月27日（月）
　好評だった昨年に続き、出展者も増え、パワーアップし
ての開催です。魚沼に魅せられた写真家による自慢のベ
ストショットを出展します。素晴らしい魚沼地域の自然や
風物を、市内外にアピールする自然賛歌の展覧会です。

スポーツカード展示室：「国技相撲の今昔」
■期　間　１月18日（土）～３月31日（月）
　幕内と十両を描いた「BBM2013大相撲カード」と
大相撲歴代のスター力士を描いた「BBM2013大相
撲カード レジェンド～ GLORY～」を展示します。最
新の「BBM2014大相撲カード」も完成次第展示予
定。江戸時代の
相撲錦絵をカ
ード化した「相
撲錦絵カード」
や、関連した貴
重な資料も展
示予定。

池田記念美術館
9：00～17：00（入館終了16：30）

トミオカホワイト美術館
10：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
9：00～17：00（入館終了16：30）

１月の休館：毎週水曜日、28日（火）、30日（木）
年始休館：１月１日（水・祝）～１月９日（木）
780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp

￥一般500円／高校生以下（無料）
TEL FAX URL

●●展覧会●●

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

１月の休館：毎週火曜日
年始休館：１月１日（水・祝）～１月10日（金）

￥大人500円、小中高250円（市内小中学生は無料）
782-9860FAXTEL

南魚沼市民会館
受付8：30～17：15

１月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
年始休館：１月１日（水・祝）～１月３日（金）
TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142

http://www.6bun.jpURL

　３月31日（月）まで、会場利用料と付属設備料が通
常の８割相当額となります。この機会に市民会館を利
用してみませんか？ 詳しくは、問い合わせください。
※営利目的などの催しは除く

利用料金の冬季割引

　冬期間は、降雪状況により駐車場の除雪作業を行
います。作業の支障となりますので、無断駐車・夜間
駐車はしないでください。

夜間（無断）駐車は禁止です

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

■期　間　平成26年３月23日（日）まで
第３期　「木・銅・石の版」

770-1173TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

￥一般500円／小中高250円

１月の休館：毎週水曜日
年始休館：１月１日（水・祝）～１月３日（金）

※１階雪国交流館は無休
TEL FAX783-4500 783-4883

TEL FAX775-3646 775-3650

http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumikinenkanURL

１月休館日：毎週水曜日
年始休館：１月１日（水・祝）～１月３日（金）

「Snow Country」 富岡惣一郎の「富士山」〈同時開催〉

【１月の「市民無料の日」は、18日（土）、28日（火）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　３月10日（月）まで
　ひとときとして形をとどめない
真っ白な雲、白いベールをまとっ
た頂に魅せられ、富岡は幾度と
なく富士山に挑戦しています。
美しい富士の雪景と、雪国の自
然をあわせてご堪能ください。

雲海・富士山C

◆牧之一言メモ⑱◆　「北越雪譜の印刷方法は？」
　木版印刷で、版木を彫って刷るという方法でした。
挿絵に墨の濃淡部分があることから、複数の版を使っ
たと思われます。版木は、大正12年に起きた関東大震
災まであったといわれていて、現在は行方不明です。

今泉記念館・アートステーション今泉記念館・アートステーション

　板画は60代以降の棟方の作品を多く展示していま
す。豊満で力強い女性像、詩と画との結びつきの妙が
際立ちます。膨大な数の作品を残し、72年間の生涯を
駆け抜けた棟方の作品をぜひご覧ください。

■展示作家　喜多川 歌麿、歌川 豊国、歌川 国芳、
　　　　　　竹久 夢二、立石 春美、月岡 榮貴ほか
◆「― ノスタルジーと詩情 ― 福井 良之助・西村
龍介・成田 禎介 版画展」

　３人の画家が描いたヨーロッパの風景・城を中心に、細
密で美しい版画作品の展示です。

● ● 常 設 展 ● ●　「棟方志功の世界」

 ● ● 企 画 展 ● ●   ◆「美人画 ―美しき黒髪―」
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道
し
る
べ

　

昔
の
街
道
に
は
、現
在
の
道

路
標
識
の
よ
う
に「
道
し
る
べ
」

と
い
う
案
内
表
示
が
あ
り
ま
し

た
。道
し
る
べ
は
石
や
木
で
作
ら

れ
、行
き
先・方
向・距
離・街
道

な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。中

に
は
神
社
仏
閣
な
ど
の
名
勝
を

示
し
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。大
き
な
街
道
ば
か
り
で
な

く
、生
活
に
欠
か
せ
な
い
村
々
の

道
に
も
置
か
れ
、日
常
生
活
に

密
着
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

南
魚
沼
市
内
の
江
戸
時
代
の

道
し
る
べ
を
、資
料
を
頼
り
に
訪

ね
て
み
ま
し
た
。

　
「
八
色
原
の
道
し
る
べ
」（
写

真
①
）は
、大
崎
か
ら
海
士
ケ
島

方
面
に
向
か
う
八
色
原
の
南
端

に
あ
り
ま
す
。「
う
ら
さ
へ
」と

力
強
く
握
り
し
め
た
手
で
指
さ

し
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
に
庄

屋
、明
治
に
戸
長（
行
政
事
務
の

責
任
者
）を
勤
め
た
人
物
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

宇
津
野
新
田
に
は「
江
戸
街

道
道
し
る
べ
」（
写
真
②
）が
あ

　

昭
和
33
年
の
第
１
回
大
会
か
ら

数
え
、
今
年
で
55
回
目
と
な
る
伝

統
あ
る
ス
キ
ー
大
会
で
す
。
親
子

や
女
性
の
参
加
も
大
歓
迎
！

期
日　

２
月
16
日
（
日
）

会
場　

シ
ャ
ト
ー
塩
沢
ス
キ
ー
場

種
目　

大
回
転
競
技
（
２
本
の
合

計
タ
イ
ム
）

組
別　

 

男
子
の
部  

小
学
4
年
生
以
下
組
、

小
学
５
・
６
年
生
組
、青
少
年
組

（
中
学
生
以
上
〜
30
歳
未
満
）、

成
年
Ａ
組（
30
歳
〜
45
歳
未
満
）、

成
年
Ｂ
組（
45
歳
以
上
）

 
女
子
の
部  

小
学
４
年
生
以
下
組
、

小
学
５
・
６
年
生
組
、中
学
生
以

上
組（
一
般
含
む
）

コ
ー
ス　

が
き
山
ゲ
レ
ン
デ
コ
ー

ス
（
全
長
５
４
０
ｍ
、
標
高
差

１
０
４
ｍ
）

参
加
費　

小
・
中
学
生
１
，０
０
０

円
、高
校
生
以
上
２
，０
０
０
円

表
彰　

各
組
６
位
ま
で
賞
状
・
賞

品
（
３
位
ま
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
授

与
、
そ
の
他
賞
品
多
数
あ
り
）

締
切
り　

１
月
17
日
（
金
）

申
込
み　

社
会
教
育
課
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係
、
塩
沢
公
民
館
、
大

和
公
民
館

　

11
月
17
日
（
日
）
に
70
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
囲
碁
・
将
棋
大

会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

り
ま
す
。「
右
六
日
町
江
戸
街

道
左
作
ば
道
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。道
し
る
べ
だ
け
で
は
な
く

江
戸
街
道（
三
国
街
道
）が
当

時
の
ま
ま
一〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

残
って
い
ま
す
。

　

永
松
に
は
、「
右
原
む
ら
左

や
ま
」（
写
真
③
）と
刻
ま
れ
た

道
し
る
べ
が
あ
り
ま
す
。地
域

の
人
か
ら「
今
は
、馬
頭
観
音
と

し
て
祀
っ
て
い
る
」と
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

樺
野
沢
の
馬
場
山
登
り
口
に

は
、文
化
13
年
に
建
立
さ
れ
た

道
し
る
べ
が
あ
り
ま
し
た
。「
右

は
む
ら
へ
左
は
と
ち
く
ぼ
へ
」

（
写
真
④
）と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。現
在
は
観
光
開
発
で
行
き

場
を
失
っ
た
た
め
、地
域
の
貴
重

な
歴
史
資
料
と
し
て
市
で
大
切

に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、大
窪
村
の「
左
み

く
に
へ
右
作
ば
道
」や
、吉
里

村
の
思
川
へ
の
道
筋
に
あ
っ
た
と

い
う「
水
道
完
工
」、五
十
沢
の

石
工「
太
郎
兵
衛
」の
作
っ
た
京

岡
の
道
し
る
べ
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。地
域
の
人
に
そ
の
所

在
や
旧
道
を
尋
ね
ま
し
た
が

「
道
路
拡
張
や
土
地
改
良
工
事

で
、な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
」と
、残
念
な
が
ら
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
旧
道
脇
に
は
、道

し
る
べ
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん

で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。散
歩

な
ど
の
際
に
、少
し
気
に
と
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

写
真
①  

八
色
原
　
道
し
る
べ

写
真
②  

宇
津
野
新
田
　
江
戸

街
道
道
し
る
べ

写
真
③  

永
松
　
道
し
る
べ

写
真
④  

樺
野
沢
馬
場
山
登
り

口
　
道
し
る
べ

第
55
回
レ
ル
ヒ
カ
ッ
プ・長
岡
将
軍
杯

争
奪
大
回
転
競
技
大
会
出
場
者
募
集
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

社
会
教
育
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

第
９
回
南
魚
沼
市
囲
碁・将
棋

大
会
結
果

【
問
合
せ
】

　
　

中
央
公
民
館

　
　

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

優　勝
準優勝
第３位

Ａクラス
高桑一博
宮﨑　敏
大津三郎

Ｂクラス
川島　広
秋山俊彦
井口光雄

Ｃクラス
大谷弘晃
安達大介
小倉拓真

●将棋の部

優　勝
準優勝
第３位

Ａクラス
井口　一
宮本　明
高村正一

Ｂクラス
井島正晴
佐藤武男
桑原　勲

Ｃクラス
安藤専太郎
池田　勲
松本秀男

●囲碁の部

【
問
合
せ
】社
会
教
育
課

　
　
　
　

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
7
7
3

－

2
1
9
7 14
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家
庭
に
お
け
る
食
育
の
大
切
さ

 

食
育
の
３
本
の
柱

　
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
耳
に

し
ま
す
が
、「
食
育
」
が
何
か
ピ
ン
と

こ
な
か
っ
た
り
、
料
理
教
室
や
農
業
体

験
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

食
育
に
は
大
き
な
３
つ
の
柱
が
あ
り

ま
す
。
１
つ
目
は
「
選
食
力
を
養
う
」

で
す
。
選
食
力
と
は
、
ど
ん
な
食
品
を

ど
の
く
ら
い
食
べ
た
ら
安
全
で
、
健
康

で
い
ら
れ
る
か
を
考
え
て
、
食
べ
物
を

選
ぶ
力
の
こ
と
で
す
。
２
つ
目
は
「
食

文
化
・
食
事
作
法
の
伝
承
」、
３
つ
目

は
「
食
糧
問
題
・
環
境
問
題
」
で
す
。

　

食
育
は
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
に
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
生
活
習

慣
を
確
立
す
る
と
い
う
面
か
ら
、
子
ど

も
を
対
象
と
す
る
活
動
に
力
が
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

 

家
庭
に
お
け
る
食
育

　

学
校
や
保
育
所
、
保
健
所
、
農
林
漁

業
関
係
者
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
育

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
食
べ
る
」
こ
と
は
、
人
間
が
生
き

る
限
り
繰
り
返
し
行
う
行
為
で
す
。
食

育
は
、
家
庭
で
行
う
部
分
が
最
も
重
要

に
な
り
ま
す
。
特
に
、
３
本
柱
の
中
の

「
食
文
化
・
食
事
作
法
の
伝
承
」
に
お

い
て
は
、
大
き
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
食
育
は
、
難
し
く
考
え
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、

・
家
族
で
食
卓
を
囲
む

・「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

　

の
あ
い
さ
つ
の
習
慣
化

・
箸
の
持
ち
方
・
姿
勢

・
配
膳
や
食
べ
方
の
マ
ナ
ー

・
買
い
過
ぎ
な
い
・
作
り
過
ぎ
な
い

な
ど
が
、家
庭
で
行
え
る
食
育
活
動
で
す
。

　

親
な
ど
、
大
人
の
食
事
に
対
す
る
姿

勢
や
考
え
方
が
、
子
ど
も
の
手
本
と
な

り
、
子
ど
も
の
食
を
育
み
ま
す
。「
何

を
ど
の
よ
う
な
状
況
、
環
境
で
食
べ
る

か
」
が
、
子
ど
も
の
食
生
活
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。
食
生
活
の
基
礎
が
し
っ
か

り
と
身
に
つ
い
て
こ
そ
、
学
校
や
地
域

社
会
で
学
ぶ
と
い
う
次
の
段
階
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
問
合
せ
】
保
健
課（
食
育
担
当
）

　
　
　
　
　

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

楽
し
く
学
ん
で

仲
良
く
つ
く
り

お
い
し
く
食
べ
よ
う

〜
伝
え
た
い
南
魚
沼
の
恵
〜

1月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

4日

11日

18日

25日

3日

10日

17日

24日

31日

2日

9日

16日

23日

30日

1月1日

8日

15日

22日

29日

31日

7日

14日

21日

28日

12月30日

6日

13日

20日

27日

午前 午後

高橋(聡)
廣田 高橋(聡)

高橋(聡)

高橋(聡)

福本

寺田

福本

寺田

中山

高橋(聡)

中山

高橋(聡)

高橋(聡)

高橋(聡)

高橋(聡)

高橋(聡)

寺田

寺田

寺田

高橋(聡)

高橋(聡)

高橋(聡)

高橋(聡)

高橋(聡)

風間

高橋(聡)

高橋(聡)

休　診

高橋(聡)

高橋(聡)高橋(聡)
廣田

高橋(聡)
廣田

高橋(聡)
髙橋(正)

高橋(聡)
髙橋(正)

福本

堀内

福本

休診

休診

休診

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

5日

12日

19日

26日

休診

休診

休診

休診

休　診
（成人の日）

救急当番
（9：00～１６：００） 休　診 休　診

（元　旦） 休　診 休　診

受付・診療時間

高橋(聡)
福本

高橋(聡)
福本

高橋(聡)

高橋(聡)

救急当番
（１３：00～
 １６：００）

高橋(聡)
薄田
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冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！

気
楽
に
参
加
し
て
ね
。
初
め
て
の

人
、
里
帰
り
中
の
人
、
上
の
子
を

連
れ
た
人
、み
ん
な
大
歓
迎
で
す
！

第
２
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時

１
月
16
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

会
場

市
民
会
館

内
容

思
い
っ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

パ
ー
ト
１（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
あ
り
）

対
象

０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど

※
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

料
金

無
料
（
保
険
料
一
人
10
円

負
担
）

申
込
み

不
要
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

と
感
じ
て
い
る
人
の
社
会
参
加
の

準
備
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ス
キ
ル
を
育
む
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
感
じ

方
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
こ
れ

ま
で
と
違
う
自
分
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

期
日

１
月
16
日
（
木
）

１
月
30
日
（
木
）

※
都
合
の
よ
い
日
の
み
の
参
加
可

時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

対
象
年
齢

16
〜
39
歳

講
師

川
島

崇
照
さ
ん
（
川
島

崇
照
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

オ
フ
ィ
ス
）

申
込
み

不
要
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種

・
薬
剤
師

１
人

・
診
療
放
射
線
技
師

１
人

・
臨
床
心
理
士

１
人

要
件

資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
資
格
取
得
見
込
み
の
人
で
、

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

採
用
日

４
月
１
日
以
降

試
験
内
容

有
資
格
者
…
書
類
審
査
（
作
文

を
含
む
）
と
面
接

資
格
取
得
見
込
者
…
専
門
、作
文

の
各
筆
記
試
験
と
面
接

申
込
み

受
験
申
込
書
と
履
歴
書

（
問
合
せ
先
に
請
求
）
に
、
写

真
３
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）、

資
格
免
許
証
の
写
（
有
資
格
者

の
み
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

締
切
り

２
月
18
日
（
火
）

試
験
日

２
月
27
日
（
木
）

試
験
会
場

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

※
勤
務
時
間
・
待
遇
な
ど
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時

１
月
23
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

１
階

相
談
室

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆

さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お
気

軽
に
利
用
く
だ
さ
い

家
族
や
友
達
に
感
謝
の
気
持
ち

を
贈
り
た
い
、
大
切
な
人
に
作
っ

て
あ
げ
た
い
、
お
い
し
い
も
の
は

ま
ず
自
分
で
食
べ
た
い
人
な
ど
、

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者

や
男
性
も
大
歓
迎
！

日
時

２
月
４
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時（
予
定
）

会
場

塩
沢
公
民
館

調
理
室

内
容

生
チ
ョ
コ
＆
ラ
ッ
ピ
ン
グ

定
員

16
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

申
込
み

１
月
８
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

対
象

16
〜
40
歳（
高
校
生
不
可
）

費
用

１
，
５
０
０
円
（
材
料
費

込
み
）

講
師

マ
ツ
モ
ト

松
本
金
一
さ
ん

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

台
ふ
き
ん
、
三
角
巾
な
ど

若
者
支
援「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン・セ
ミ
ナ
ー
〜
自
分

探
し
の
旅
〜
」開
催

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
南
魚
沼「
バ
レ
ン
タ

イ
ン・ス
イ
ー
ツ
教
室
」参
加
者
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

市
立
病
院
職
員
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
庶
務
課

☎
７
７
７

－

２
１
１
１

市などからのお知らせ／掲　示　板
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「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
12
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

●
放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、敬
称
略
、１
月
13
日

（
月
・
祝
）
か
ら
放
送
予
定
）

清
塚
武
敏
、
今
井
久
美

中
沢
俊
一
、
山
田

勝

寺
口
友
彦
、
桑
原
圭
美

中
沢
一
博
、
岡
村
雅
夫

鈴
木

一
、
田
村
眞
一

若
井
達
男
、
腰
越

晃

塩
川
裕
紀
、
勝
又
貞
夫

永
井
拓
三
、
笛
木

晶

黒
滝
松
男
、
塩
谷
寿
雄

林

茂
男
、
佐
藤

剛

就
学
や
就
労
に
戸
惑
う
若
者
を

家
族
と
し
て
ど
う
支
援
し
た
ら
よ

い
か
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

１
月
21
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

２
階

小
会
議
室

※
集
い
に
は
、
若
者
担
当
相
談
員

が
参
加
し
、
皆
さ
ん
が
気
楽
に

語
り
合
え
る
よ
う
心
が
け
て
進

め
ま
す

冬
の
道
路
に
は
た
く
さ
ん
の
危

険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

す
べ
り
に
く
い
靴
を
は
き
ま
し
ょ
う
！

歩
行
中
に
転
倒
す
る
と
車
道
に

倒
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。す
べ
り
に
く
い
靴
を
は
き
、足

も
と
に
注
意
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

道
路
横
断
時
は
車
の
動
き
に
注
意
！

道
路
横
断
は
、
青
信
号
で
あ
っ

て
も
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
く
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
車
が
確
実
に

止
ま
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
横
断

し
ま
し
ょ
う
。

点
検ＡＥ

Ｄ
付
属
の
パ
ッ
ド
の
寿
命

は
約
２
年
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
寿
命

は
３
年
〜
５
年
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
本

体
が
自
己
診
断
を
し
て
使
用
の
可

否
を
表
示
し
ま
す
。
使
用
不
可
の

表
示
が
出
た
ら
販
売
業
者
な
ど
に

点
検
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録ＡＥ

Ｄ
は
救
命
に
役
立
つ
機
器

で
す
。
設
置
場
所
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
所
有
者
の
許
可

を
得
て
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
登
録
を
し
て
い

な
い
事
業
所
な
ど
で
、
公
開
可
能

な
場
合
は
、
消
防
本
部
ま
で
連
絡

を
く
だ
さ
い
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
方
法
の
希
望

が
あ
れ
ば
、
指
導
し
ま
す
。
問

い
合
せ
く
だ
さ
い

南
魚
沼
市
消
防
団
が
、
塩
沢
・

六
日
町
・
大
和
方
面
隊
ご
と
に
出

初
式
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
演

習
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
と
点
鐘
を
行

い
ま
す
。（
火
災
と
間
違
わ
な
い

よ
う
に
注
意
く
だ
さ
い
）

日
時

1
月
19
日
（
日
）
午
前
７

時
〜（
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
・
点
鐘
）

会
場

塩
沢
方
面
隊
〔
塩
沢
公
民

館
〕（
午
前
10
時
30
分
〜
）

六
日
町
方
面
隊
〔
六
日
町
小
学

校
〕（
午
前
９
時
〜
）

大
和
方
面
隊
〔
大
和
分
署
〕（
午

前
９
時
〜
）

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。「
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
」「
興
味
が
あ
る
」

な
ど
、参
加
を
希
望
す
る
人
は
、電

話
な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
15
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場

南
魚
沼
地
域
振
興
局

１
階

第
一
会
議
室

締
切
り

１
月
10
日
（
金
）

「
若
い
頃
は
、
ス
キ
ー
を
し
た

け
ど
」「
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
」

「
初
心
者
だ
け
ど
？
」
と
い
う
人

に
朗
報
！
五
日
町
ス
キ
ー
場
ス
キ

ー
ス
ク
ー
ル
の
協
力
で
、
ス
キ
ー

教
室
を
開
校
し
ま
す
。

気
分
転
換
や
自
身
の
健
康
の
た

め
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

期
日

１
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・

31
日
、
２
月
７
日
・
14
日
（
毎

週
金
曜
日
）

※
都
合
の
よ
い
日
の
み
の
参
加
可
。

積
雪
状
況
で
期
間
変
更
の
場
合

が
あ
り
ま
す

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
ナ
イ
タ
ー
講
習
）

受
付
場
所

五
日
町
ス
キ
ー
場

第
１
ハ
ウ
ス
内

定
員

１
回
30
人
程
度

参
加
費

１
回
１
，８
０
０
円（
講

習
費
、
リ
フ
ト
代
含
む
）

※
１
回
ご
と
に
精
算

参
加
資
格

お
お
む
ね
40
歳
以
上

で
、
興
味
の
あ
る
人

※
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
の
講
習
で
す

（
別
途
料
金
で
レ
ン
タ
ル
可
能
）

掲　示　板／市などからのお知らせ

消
防
出
初
式
を
開
催

【
問
合
せ
】

消
防
本
部
消
防
庶
務
課
消
防
団
係

☎
７
８
２

－

０
８
６
０

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族
の
集
い

【
問
合
せ・申
込
み
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

〜
12
月
定
例
会『
一般
質
問
』〜

【
問
合
せ
】議
会
事
務
局

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
点
検
と
設
置
情
報

登
録
の
お
願
い

【
問
合
せ
】

消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

☎
７
８
２

－

５
３
３
１

平
成
26
年
度
新
潟
県
特
別
栽
培

農
産
物
認
証
制
度
説
明
会

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
農
林
振
興
部

企
画
振
興
課

☎
７
７
２

－

３
９
１
８

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア 

ナ
イ
タ
ー

ス
キ
ー
教
室　
今
年
も
開
催
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

大
和
観
光
協
会

☎
７
７
７

－

３
０
５
４

雪
道
の
安
全
歩
行

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
市
・

県
民
税
申
告
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
相
談
会
ま
で
に
、
申
告
に
必
要

な
書
類
を
整
理
し
、
早
め
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

会
場
　
市
民
会
館
　
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

期
間
　
２
月
17
日
（
月
）
〜

３
月
17
日
（
月
）

※
土
、日
曜
日
を
除
く
。た
だ
し
、

２
月
23
日（
日
）と
３
月
９
日

（
日
）の
み
、休
日
相
談
会
を
実
施

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時
、

午
後
１
時
〜
４
時
（
休
日
相
談

会
は
３
時
ま
で
）

※
事
前
相
談
会
や
相
談
時
間
延
長

日
は
、
市
報
２
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

　
必
要
書
類
の
書
き
方
や
、
減
価

償
却
費
の
計
算
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

 

申
告
書
作
成
に
必
要
な
書
類

・「
収
支
内
訳
書
」（
営
業
等
・
農

業・不
動
産
所
得
）

・「
医
療
費
の
明
細
書
」

・「
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
」（
総
合

譲
渡
用
、
土
地
・
建
物
用
）

・「
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等

の
金
額
の
計
算
明
細
書
」
な
ど

期
間
　
１
月
20
日
（
月
）
〜

２
月
14
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

受
付
場
所
　
本
庁
舎
税
務
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　
塩
沢
地
域
で
選
考
中
で
あ
っ
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
定
し

ま
し
た
。

氏
名
　
種
村
宗
守

住
所
　
姥
島
新
田
５
９
３

－

８

☎
７
８
３

－

２
６
１
９

担
当
区
域
　
姥
島
、
五
丁
歩

任
期
　
平
成
26
年
１
月
１
日
〜

平
成
28
年
11
月
30
日

場
所
　
魚
野
川
右
岸
美
佐
島
橋

下
流

搬
入
時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

※
除
雪
車
は
配
置
し
ま
せ
ん
。
雪

な
ら
し
は
各
自
の
責
任
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い

雪
以
外
の
も
の
を
絶
対
に
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。
雪
捨
て
場

の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

　
ス
コ
ッ
プ
の
使
い
方
や
カ
ン
ジ

キ
の
つ
け
方
な
ど
、
雪
国
で
生
き

る
知
恵
と
技
を
遊
び
な
が
ら
学
び

ま
す
。
雪
と
お
も
い
き
っ
り
遊
ん

で
、
雪
を
好
き
に
な
ろ
う
！

日
時
・
内
容
　
第
１
回
：
１
月
12

日
〔
ソ
リ
で
遊
ぼ
う
〕、
第
２

回
：
１
月
19
日〔
雪
上
運
動
会
〕、

第
３
回
：
１
月
26
日
〔
か
ま
く

ら
を
作
ろ
う
〕、
第
４
回
：
２

月
２
日
〔
雪
ほ
り
に
挑
戦
〕

毎
回
と
も
日
曜
日
開
催
、
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

活
動
場
所
　
上
の
原
地
区

対
象
　
市
内
在
住
の
小
５
〜
高
校
生

定
員
　
20
人

費
用
　
８
０
０
円
（
全
４
回
分
、

保
険
・
昼
食
代
を
含
む
）

申
込
み
　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ（
Ｆ
Ａ
Ｘ

７
７
７

－

３
０
２
０
）

集
合
場
所
　
市
民
会
館
（
会
場
ま

で
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）

確
定
申
告
相
談
会
の
開
催

【
問
合
せ
】

税
務
課
市
民
税
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

河
川
敷
の
雪
捨
て
場
所

【
問
合
せ
】

建
設
課
維
持
管
理
班

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

収
支
内
訳
書
な
ど
の
書
き
方
相
談

【
問
合
せ
】

税
務
課
市
民
税
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

１
月
の
献
血
バ
ス
は
お
休
み
で
す

【
問
合
せ
】

保
健
課

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

民
生
委
員・児
童
委
員
委
嘱

26
年
１
月
１
日
〜

【
問
合
せ
】

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

「
子
ど
も
雪
か
き
お
た
す
け
隊
」

参
加
者
募
集
！

【
問
合
せ・申
込
み
】

ほっ
と
ス
プ
ー
ン
お
た
す
け
隊

事
務
局
鈴
木

☎
０
８
０

－

５
４
０
６

－

１
６
３
６

市
民
バ
ス
石
打
コ
ー
ス
の

一
部
変
更
　
１
月
〜

【
問
合
せ
】

都
市
計
画
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
２

　
２
月
以
降
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
１
月
か
ら
乗
車
場
所
に
「
道

の
駅
・
ゆ
き
あ
か
り
診
療
所
」

が
加
わ
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
の

停
留
所
の
時
間
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

【変更後の時刻表】
運行：火・木・金、運休：土・日・祝・12/29～1/3
順路
31-2
31-3
32
33
34
35
36-1
36-2
37
38
39
40
41
42
43
44
45

　　　 乗車場所
林照江宅前
道の駅・ゆきあかり診療所
髙橋進宅前
下東ノ木集会所
寺口義男宅前
木村旅館
白銀荘
南田中
リゾートインくろがね
髙橋邦夫宅前
早稲田屋酒店
塩沢庁舎
喜楽
塩沢郵便局
塩沢公民館
金城の里
六日町病院

1便
  9:39
  9:42
  9:45
  9:47
  9:48
  9:50
  9:51
  9:54
  9:57
  9:58
  9:59
10:01
10:02
10:03
10:05
10:10
10:21

2便
12:57
13:00
13:03
13:05
13:06
13:08
13:09
13:12
13:15
13:16
13:17
13:19
13:20
13:21
13:23
13:28
13:39

3便
15:57
16:00
16:03
16:05
16:06
16:08
16:09
16:12
16:15
16:16
16:17
16:19
16:20
16:21
16:23
16:28
－

…変更部分

　きりざいは、この地に古くから伝わる郷土料理で、余った漬
物を刻んで納豆と混ぜ合わせたものです。市内の小中学校の給
食メニューにもなっています。「南魚沼きりざい丼」は、きり
ざいに地域の食材として縁のある「鮭」や「神楽南蛮」を加え、「南
魚沼産コシヒカリ」の上にのせて食べるご当地グルメです。飲
食店や旅館など、現在、市内の20店舗で食べる事が出来ます。

　南魚沼きりざいDE愛隊は、南魚沼きりざい丼を通じて南魚沼を全国に発信する目的で結成したま
ちおこし団体です。活動３年目の昨年は、大きな飛躍がありました。５月に一般社団法人愛Bリーグ
の評議会で、県内初の本部加盟団体となり、B‒１グランプリ全国大会に出展できることになりました。
本部加盟団体になるには、地道なまちおこし活動の実績が必要で、毎年全国の数団体しか審査が通ら
ない狭き門です。当団体の加盟は、大河ドラマ「天地人」のころから官民協働で行ってきたまちおこ
し活動の実績が認められたものです。９月に勝浦市で行われた「関東・甲信越B‒１グランプリin勝浦」
で、ブロンズ・グランプリ（総合３位）という快挙を果たしました。南魚沼きりざい丼とともに、甲
冑武将、ゆるキャラ、剣舞などで南魚沼をＰＲしたことが評価されたものです。豊川市で11月に開
催された「B‒１グランプリin豊川」では、悪天候にもかかわらず58万人を超える来場者があり、大
勢の人に南魚沼をＰＲできました。
　南魚沼きりざいDE愛隊は、イベント出展のほかに、学校や事業者への講演会、農家と連携した米
の栽培体験「きりざいDondenの田植え/稲刈り」などの活動をしています。今年も市全体が盛り上
がるように取組みを続けていきます。一緒にまちおこし活動をしていただける人は、気軽に商工観光
課（事務局）に連絡ください。

＜南魚沼きりざい丼とは＞

南魚沼きりざいDE愛隊　2013年の活動を振り返って
【問合せ】商工観光課　☎773－6665

市などからのお知らせ／掲　示　板

関東・甲信越Ｂ-1グランプリ in 勝浦　受賞式

Ｂ-１グランプリ ｉｎ 豊川　集合写真

＜2013年の主な活動＞
２月23日
３月23日～24日
４月27日～29日
５月４日
６月２日
６月８日～９日
６月29日
７月27日
８月11日
９月14日
９月22日
９月28日～29日
10月20日
10月27日
11月２日
11月９日～10日
11月30日～12月1日

にいがた南魚沼市歩くスキーフェスティバル（五日町）
さいたまシティマラソン大会（さいたま市）
銭淵公園観桜会（坂戸）
JRA新潟競馬場 石打特別（新潟市）
きりざいDondenの田植え&さなぶり（荒金）
第４回南魚沼グルメマラソン（浦佐）
愛Bリーグ関東甲信越支部会議（市役所本庁舎）
生ビール&鮎まつり（浦佐）
JRA新潟競馬場 浦佐特別（新潟市）
雪国青年会議所 新潟大会（浦佐）
きりざいDonden稲刈り&はさかけ（荒金）
関東・甲信越B‒1グランプリ in 勝浦（勝浦市）
大向フェスティバル（渋谷区）
大巻さんままつりチャリティ出展（五日町）
南魚沼コシヒカリRun in 石打（石打）
B‒１グランプリ in 豊川（豊川市）
ご当地グルメサミット in 笠間（笠間市）

銭淵公園
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　きりざいは、この地に古くから伝わる郷土料理で、余った漬
物を刻んで納豆と混ぜ合わせたものです。市内の小中学校の給
食メニューにもなっています。「南魚沼きりざい丼」は、きり
ざいに地域の食材として縁のある「鮭」や「神楽南蛮」を加え、「南
魚沼産コシヒカリ」の上にのせて食べるご当地グルメです。飲
食店や旅館など、現在、市内の20店舗で食べる事が出来ます。

　南魚沼きりざいDE愛隊は、南魚沼きりざい丼を通じて南魚沼を全国に発信する目的で結成したま
ちおこし団体です。活動３年目の昨年は、大きな飛躍がありました。５月に一般社団法人愛Bリーグ
の評議会で、県内初の本部加盟団体となり、B‒１グランプリ全国大会に出展できることになりました。
本部加盟団体になるには、地道なまちおこし活動の実績が必要で、毎年全国の数団体しか審査が通ら
ない狭き門です。当団体の加盟は、大河ドラマ「天地人」のころから官民協働で行ってきたまちおこ
し活動の実績が認められたものです。９月に勝浦市で行われた「関東・甲信越B‒１グランプリin勝浦」
で、ブロンズ・グランプリ（総合３位）という快挙を果たしました。南魚沼きりざい丼とともに、甲
冑武将、ゆるキャラ、剣舞などで南魚沼をＰＲしたことが評価されたものです。豊川市で11月に開
催された「B‒１グランプリin豊川」では、悪天候にもかかわらず58万人を超える来場者があり、大
勢の人に南魚沼をＰＲできました。
　南魚沼きりざいDE愛隊は、イベント出展のほかに、学校や事業者への講演会、農家と連携した米
の栽培体験「きりざいDondenの田植え/稲刈り」などの活動をしています。今年も市全体が盛り上
がるように取組みを続けていきます。一緒にまちおこし活動をしていただける人は、気軽に商工観光
課（事務局）に連絡ください。

＜南魚沼きりざい丼とは＞

南魚沼きりざいDE愛隊　2013年の活動を振り返って
【問合せ】商工観光課　☎773－6665

関東・甲信越Ｂ-1グランプリ in 勝浦　受賞式

Ｂ-１グランプリ ｉｎ 豊川　集合写真

＜2013年の主な活動＞
２月23日
３月23日～24日
４月27日～29日
５月４日
６月２日
６月８日～９日
６月29日
７月27日
８月11日
９月14日
９月22日
９月28日～29日
10月20日
10月27日
11月２日
11月９日～10日
11月30日～12月1日

にいがた南魚沼市歩くスキーフェスティバル（五日町）
さいたまシティマラソン大会（さいたま市）
銭淵公園観桜会（坂戸）
JRA新潟競馬場 石打特別（新潟市）
きりざいDondenの田植え&さなぶり（荒金）
第４回南魚沼グルメマラソン（浦佐）
愛Bリーグ関東甲信越支部会議（市役所本庁舎）
生ビール&鮎まつり（浦佐）
JRA新潟競馬場 浦佐特別（新潟市）
雪国青年会議所 新潟大会（浦佐）
きりざいDonden稲刈り&はさかけ（荒金）
関東・甲信越B‒1グランプリ in 勝浦（勝浦市）
大向フェスティバル（渋谷区）
大巻さんままつりチャリティ出展（五日町）
南魚沼コシヒカリRun in 石打（石打）
B‒１グランプリ in 豊川（豊川市）
ご当地グルメサミット in 笠間（笠間市）
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みなみうおぬまニュースプラザ

平成25年度 新潟県知事表彰　県政功労者1人、一般功労者3人が表彰されました
　平成25年11月14日（木）、南魚沼市から県政功労者1人と一般功労者3人に新潟県知事表彰が授与されました。

◆県政功労者…………………………………………………………………
新潟県議会議員　斎藤 隆景さん［上町１丁目１区］
　斎藤 隆景さんは、15年間、新潟県議会議員として県政の発展に尽力され、その
間に総務文教常任委員会委員長や建設公安常任委員会委員長、普通会計決算審
議特別委員会委員長など、要職を歴任されております。その県政への功績に対
し、表彰されました。
　斎藤さんは、「皆さんにご支援いただいたおかげで、このような賞をいただく
ことができました。今後も気持ちを新たにし、南魚沼市や新潟県の発展のため
に、積極的に事業提案などを行い、頑張っていきたいと思います」と語りました。

◆一般功労者…………………………………………………………………
社会福祉功労　富田 健作さん［中子］
　富田 健作さんは、長年にわたり、知的障害者団体会長や、社会福祉協議会会
長、南魚沼福祉会理事などを歴任され、地域福祉の推進と障がい者福祉の向上に
尽力されたことから表彰されました。
富田さんは、「自分の子どもに障がいがあったこともあり、南魚沼地域に障が

い者施設がなかったことから活動を始めました。他の地域から役員などの依頼
があった際も、障がい者全体の福祉向上につながればと思い、すべて引き受けて
きました。地元、南魚沼、もっと広域で、福祉の輪が広がればと思い続けてきまし
た」と語りました。

土木功労　小島 重光さん［一分区・小島電設㈱代表取締役会長］
　小島 重光さんは、電気工事に関して、長年にわたり、優れた技術力と管理能力
によって、公共工事などで、優秀な実績を重ねてきました。また、41年間無事故・
無災害を継続していることなどから表彰されました。
　小島さんは、「浦佐から塩沢に来て、56年になります。今まで地元に世話にな
り、ここまできました。新潟県電気工事工業組合の仕事は、そのお返しと思って
やっています。業界全体で後継者不足ですが、次世代にきちんと引き継がなくて
はならないという思いです。受賞したことは、長年頑張ってきたことに価値があ
ったと、うれしく思います」と語りました。

芸術・文化功労　大嶋 要三さん［坂戸］
　大嶋 要三さんは、昭和57年から旧六日町文化財保護審議会副会長を11年間、
平成５年からは、会長を務められました。平成16年からは、南魚沼市文化財保護審
議会会長を４年５か月務めるなど、地域文化財の保存と活用に尽力されたことか
ら表彰されました。
　大嶋さんは、「直接関わっていないが、大河ドラマに結びつけることができ、喜
んでいます。郷土の偉大な歴史を謙虚に現わすことができ、よかったと思ってい
ます。今も発掘調査に出ていますが、先人の偉業の研究を続け、皆で歴史を共有
したいと思っています」と語りました。
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左から内藤さん、青木さん、平賀さん

みなみうおぬまニュースプラザ

平成25年12月６日（金）、市の表彰条例に基づき、桑
原 重夫さんと小倉 一夫さんに感謝状を贈りました。
お二人は、昨年の11月30日に民生委員児童委員を

退任するまで、桑原さんは９年間、小倉さんは６年
間、ご尽力いただきました。平成22年12月からは、六
日町地域と大和町地域で、それぞれの同協議会会長
を務めていただきました。

秋の叙勲、旭日双光章を受章
駒形 正博さん〔茗荷沢新田〕

南魚沼市表彰条例に基づき感謝状を授与
桑原 重夫さん〔清水瀬〕
小倉 一夫さん〔今町〕

駒形 正博さんは、昭和63年12月に旧大和町議会
議員となり、平成16年11月からは南魚沼市市議会議
員として、平成21年10月まで５期20年11か月の長き
にわたり、町・市政の発展に寄与されました。合併直
前の大和町議会議長、初代南魚沼市議会議長を務め
られるなど、議会運営が難しい時期に円滑な議会運
営に尽力されました。
駒形さんは、「昭和63年12月に議員になって以来、

大和インターチェンジの設置を訴えてきましたが、
大和町の財政で
は実現が難しか
った。スマート
インター制度が
できたこともあ
り、市となりよ
うやく実現しま
した。その際に、
大和時代の資料
が役立ち、よか
ったと思ってい
ます」と語りま
した。

秋の褒章、黄綬褒章を受章
中島 清志さん〔二分区〕

　中島 清志さんは、ユネスコ無形文化遺産登録の
「越後上布」や、国の伝統的工芸品指定の「塩沢紬・本
塩沢」など、長い歴史をもつ塩沢織物に60年以上に
わたり、技術の向上と伝統の継承に取り組んできま
した。
　中島さんは、「今まで無我夢中でやってきました
が、こんな賞をもらえるとは思ってもいませんでし
た。先輩から教わりながら、自分なりに工夫してやっ
てきました。長い間やってきましたが、これからは後
継者の育成に力
を注いでいきた
いと思います。
これでよいとい
うことはなく、
糸の気持ちにな
り、仕事を続け
ることが、文化
財としての越後
上布を伝えてい
くことになると
思います」と語
りました。

小倉 一夫さん桑原 重夫さん

各種統計調査功績者に表彰状・感謝状が授与
各種統計調査員として、長年にわたりご尽力いた

だいた５人に、国と県から表彰状と感謝状がそれぞ
れ授与されました。
◇経済産業大臣表彰
　青木 俊雄さん〔山谷〕

◇経済産業省大臣官房調査統計審議官感謝状
　平賀 司さん〔吉山〕
　内藤 貞治さん〔三分区〕

◇新潟県統計協会総裁（新潟県知事）表彰
柳 由美子さん〔浦佐上町〕*写真欠席

　星野 栄子さん〔東泉田〕*写真欠席
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●問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索

市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/
市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

日にち 行事名・時間・会場など

■ 時　間　9：30～15：30
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 1月16日（木）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士

「親子での遊び」「子育ての仲間同
士の情報交換」「育児相談」などに
ご利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７３－６８２２

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 1月17日（金）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの人も利用できます

● 1月15日（水）　11：00～
　支援講座「親子運動」講師：保育士
※どの会場にも参加できます ※予約は不要です
※保険料として1人10円をお願いします

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

1月1日～19日
ウェブサイト版

●人口 60,231人（先月比 -46）
●男 29,486人（先月比 -23）●女 30,745人（先月比 -23）
●世帯数 19,660戸（先月比 2）

市民の動き
（平成25年11月末日現在）

内科 　　9:00～12：00 萌気園二日町診療所 ７７8－00881日（水・祝）
内科 　　9:00～12：00 萌気園二日町診療所 ７７8－0088

　　9:00～12：00 萌気園二日町診療所 ７７8－0088

2日（木）

内科
　13：30～16：00 中山医院 ７83－5500
18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

外科 12:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科
外科

　　9：00～12：00 休日救急診療所 ７73－6688　13：30～16：00

18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科
外科

　　9：00～12：00 休日救急診療所 ７73－6688　13：30～16：00

18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科
外科

　　9：00～12：00 休日救急診療所 ７73－6688　13：30～16：00

18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科
外科

　　9：00～12：00 休日救急診療所 ７73－6688　13：30～16：00

18:00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７７7－2111

内科
　13：30～16：00 萌気園二日町診療所 ７78－0088
18:00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７７7－2111

外科 12:00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７７7－2111

11日
　（土）

12日
　（日）

13日
　（月・祝）

18日
　（土）

19日
　（日）

5日
　（日）

4日
　（土）

内科
　13：30～16：00 城内診療所 ７７５－２００９
18:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

外科 12:00～翌朝6：00 六日町病院 ７７2－7111

内科

　　9:00～12：00 中之島診療所 ７82－0130

3日（金）

　13：30～16：00

外科 　　9:00～12：00 角谷整形外科医院 ７85－5130　14：00～17：00

　　9:00～12：00 ゆきあかり診療所 ７88－0760　14：00～17：00

内科
外科 　9：00～翌朝９：00 六日町病院 ７７2－7１１１1日（水・祝）

内科
外科 　9：00～翌朝９：00 六日町病院 ７７2－7１１１3日（金）

内科
外科 　9：00～翌朝９：00 ゆきぐに大和病院 ７７７－２１１１2日（木）

※症状などによっては対応できるスタッフが不在の場合があります
　受診する前に、電話で問い合わせください
日にち

救急患者対応病院（主に重症者対応）

受付時間 医療機関 電話番号診療科

年始救急医療当番（1月1日～3日）

※症状などによっては対応できるスタッフが不在の場合があります
　受診する前に、電話で問い合わせください
日にち

協力施設（軽傷者対応）

受付時間 医療機関 電話番号診療科

年始診療協力機関（1月1日～3日）

4日～19日の救急医療当番
日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

1月10日（金）　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター
1月20日（月）　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕
1月22日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660
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　暮れに、上関小学校で行われたしめ縄
づくりの取材に行ってきました。しめ縄を
含め、多くの品物が、お店で安く、簡単
に手に入りますが、児童が作ったしめ縄を
見て、改めて手作りっていいなと感じまし
た。作業も楽しそうで、このような文化が
受け継がれてほしいと思います。
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救急医療当番

編　集　後　記

◎休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
土曜の12:00～翌朝6:00と日曜・祝日の
6:00～翌朝6:00は、齋藤記念病院
☎773-5111で診療しています。
★市消防本部のテレホンガイド☎782-1991でも、
　その週の当番を確認することができます。
　（変更する場合があります。確認してからご利用ください。）
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃っているので、夜間より
適切な治療が行えます。できるだけ通常の診療時間内に受診しましょう。また、「かか
りつけ医」を持ちましょう。かかりつけ医を持つと継続して日常的な医療アドバイス
を受けることができます。手術などで総合病院の受診が必要になっても紹介状によ
りスムーズに受診できます。

※必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください
※他の医療機関で処方されたお薬や市販薬を服用されている人は、
　お薬手帳や服用しているお薬をお持ちください。
※乳幼児の受診の場合は母子手帳を
　お持ちください。

今月の表紙
　11月29日(金)に、園の創立を記念して行われたもちつき会。
年長さんみんなで、一生懸命おもちをつきました。

第２回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

6●月 市・県民税4期、国民健康保険税7期
納期限

17●金 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

16●木

読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13:00～15:00　ＦＭゆきぐに
第1回農業委員会総会
9：30～　大和庁舎３階旧議場

31●金
27●月
19●日
18●土

固定資産税・都市計画税4期、
国民健康保険税8期　納期限


